
「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」

｜
｜
国
家
の
「
侵
略
」
を
構
成
要
件
要
素
と
す
る
「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
の
処
罰
｜
｜

木

原

正

樹

目

次

は
じ
め
に

第
一
章

個
人
の
「
侵
略
の
罪
」
を
め
ぐ
る
対
立
の
焦
点
と
し
て
の
国
家
の
「
侵
略
」

第
一
節

「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
間
の
相
異
点

第
二
節

「
侵
略
」
を
焦
点
と
す
る
対
立
の
原
因

第
三
節

個
人
の
「
侵
略
の
罪
」
の
構
成
要
件
要
素
と
し
て
の
国
家
の
「
侵
略
」

第
二
章

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
の
特
異
性

第
一
節

個
人
の
行
為
を
前
提
と
す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
及
び
「
戦
争
犯
罪
」

第
二
節

国
家
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
す
る
個
人
の
「
侵
略
の
罪
」
と
国
家
の
刑
事
責
任
と
の
関
係

お
わ
り
に

は

じ

め

に

一
九
九
四
年
に
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
草
案
が
起
草
さ
れ
、
一
九
九
八
年
に
「
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
」（
以

下
、
ロ
ー
マ
条
約
と
す
る
）
が
結
ば
れ
た
（
１
）。
そ
の
第
五
条
１
項
に
は
、
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
対
象
犯
罪
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
、
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「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
お
よ
び
「
戦
争
犯
罪
」
と
並
ん
で
、「
侵
略
の
罪
」
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ー
マ
条
約
第
五
条
（
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
犯
罪
）

１

裁
判
所
の
管
轄
は
、
国
際
社
会
全
体
の
関
心
事
で
あ
る
最
も
重
大
な
犯
罪
に
限
ら
れ
る
。
裁
判
所
は
、
こ
の
規
程
に
従
っ
て
、

次
の
犯
罪
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
。

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪

人
道
に
対
す
る
罪

戦
争
犯
罪

侵
略
の
罪

こ
の
よ
う
に
、「
侵
略
の
罪
」
も
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
ま
た
は
「
戦
争
犯
罪
」
と
同
様
、
個
人
が
処
罰
さ
れ
る

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
法
典
化
が
進
展
し
て
い
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
ロ
ー
マ
条
約
第
五
条
２
項
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
定
義
に
つ
い
て
合
意
が
得
ら
れ
る
ま
で
、
か
つ

「
当
該
犯
罪
に
対
し
て
裁
判
所
が
管
轄
権
を
行
使
す
る
条
件
を
定
め
る
規
定
が
採
択
さ
れ
」
る
ま
で
、
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権

行
使
を
凍
結
す
る
と
し
て
い
る
（
２
）。

な
ぜ
、「
侵
略
の
罪
」
以
外
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
が
凍
結
さ

れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
侵
略
の
罪
」
に
つ
い
て
の
み
、
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
が
凍
結
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
原
因
は
、
単
な
る
手
続
上
、
各
国
間
の
政
治
的
利
害
関
係
を
調
整
す
る
の
が
困
難
な
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、

「
侵
略
の
罪
」
は
そ
れ
以
外
の
犯
罪
と
は
法
的
に
異
な
る
性
質
を
有
し
て
い
る
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
本
稿
で
取
り
扱
う
問
題

で
あ
る
。「

個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）

一
一
五
五
（
一
五
七
）



（
１
）

（
２
）

第
一
章

個
人
の
「
侵
略
の
罪
」
を
め
ぐ
る
対
立
の
焦
点
と
し
て
の
国
家
の
「
侵
略
」

第
一
節

「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
間
の
相
異
点

ロ
ー
マ
条
約
第
五
条
２
項
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
つ
い
て
、
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
を
凍
結
す
る
理
由
と
し
て
、
そ
の

定
義
に
つ
い
て
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
「
当
該
犯
罪
に
対
し
て
裁
判
所
が
管
轄
権
を
行
使
す
る
条
件
を
定
め
る
規
定
が

採
択
さ
れ
」
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
お
よ
び
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
常
設
国
際
刑
事
裁
判

所
の
管
轄
権
行
使
の
条
件
に
つ
い
て
、
国
際
社
会
の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
当
該
管
轄
権
行
使
は
凍
結
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
ロ
ー
マ
会
議
の
準
備
過
程
の
段
階
か
ら
会
議
中
ま
で
主
張
さ
れ
た
「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
様
々
な
提
案
を
み
る
と
、
国

際
法
委
員
会
に
よ
る
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
草
案
第
二
〇
条
お
よ
び
第
二
三
条
に
お
け
る
「
侵
略
の
罪
」
の
提
案
と
（
３
）、
ロ
ー
マ
会
議
に
お

け
る
ア
ラ
ブ
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
の
非
同
盟
諸
国
一
四
カ
国
に
よ
る
「
侵
略
の
罪
」
の
共
同
提
案
と
（
４
）、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
数
ヶ
国
が
（
５
）

ロ
ー
マ
会
議
で
提
案
し
た
「
侵
略
の
罪
」
は
（
６
）、

そ
れ
ぞ
れ
、
大
き
く
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
た
（
７
）（

別
表
参
照
）。
以
下
、
こ
れ
ら
三
つ

の
提
案
（
順
に
、
国
際
法
委
員
会
提
案
、
非
同
盟
諸
国
提
案
お
よ
び
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
提
案
と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
説
明
す
る
。

ま
ず
、
国
際
法
委
員
会
提
案
を
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
次
の
二
つ
の
条
項
か
ら
な
る
（
８
）。
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「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）

一
一
五
七
（
一
五
九
）

別表 「平和に対する罪」および「侵略の罪」における「侵略」，および個人の実行行為

「侵 略」 個 人 の 実 行 行 為

「平和

に対す

る罪」

侵略戦争

国際条約，協定もしくは保証に違反する戦争

「侵略」の計画，準備，開始，遂行，

又は以上の行為のいずれかを達成

するための共通の計画もしくは共

同謀議への関与

五一年

「法典

草案」

（※１）

侵略行為 この行為には，個別的もしくは集団

的自衛以外の目的をもった，又は，国際連合の

権限ある機関の決定もしくは勧告を履行する以

外の目的をもった，他国に対する武力行使が含

まれる。

国家の当局（authorities）による

他国に対する武力行使が含まれる

非

同

盟

諸

国

提

案

他国の主権，領土保全もしくは政治的独立性，

または，その国の人民の不可譲の（inalienable）

権利に対する脅威または侵害を目的として，国

連憲章に違反しての武力に訴える（resor t ing

to armed force）ことにより，他国民から民族

自決，自由及び独立の権利を剥奪する行為：

他国の武力行使による一国への領土侵攻

（invasion）もしくは攻撃，たとえ一時的で

あっても当該侵攻から結果として生じる軍事

的占領，又は他国もしくはその一部の領域に

武力を行使することによる併合

他国の領域に対する一国の武力行使による

爆撃または武器の使用

武力行使によって他国の港または沿岸を封

鎖すること

武力行使によって他国の領土もしくは領海，

または空軍もしくは海軍を攻撃すること

受入国との協定によって与えられた条件に

違反して他国の領域内で武力を行使すること，

または当該協定の満了期間をこえて当該領域

内に駐留しつづけること

他国が自由に使用できる自国の領域におい

て，当該他国が第三国に対する侵略行為を犯

すために使用することを許す行為

国家の政治的，軍事的行動を指

示する権限ある者（person）また

は指揮を実行する立場にある者

によって犯される「侵略」



立
命
館
法
学

二
〇
〇
一
年
四
号
（
二
七
八
号
）

一
一
五
八
（
一
六
〇
）

上記の諸行為に相当する重大性を有する武

力行為を他国に対して実行する武装部隊，集

団，不正規兵又は傭兵の国家による派遣，も

しくは国家のための派遣，又はかかる行為に

対する国家の実質的関与

ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
提
案

他国の領土保全もしくは政治的独立性に対し

て向けられた，国家による武力攻撃（armed

attack directed by a State）であって，（軍事）

占領もしくは併合を達成する（establishing）

という目的または結果を伴うもので，かつ国

連憲章に（明らかに）反している（と安全保

障理事会によって決定された）もの

１．国家の政治的もしくは軍事的

行動を指示する権限ある個人

（individual）または指揮を実行

する立場にある個人によって行

われる，

開 始

実 行

２．１項の攻撃が行われた場合に，

国家の政治的もしくは軍事的行

動を指示する権限ある個人

（individual）または指揮を実行

する立場にある個人によって行

われる，

計 画

準 備

命 令

規 程

草 案

（※２）

第二三条２項コメンタリー：

国家に代わって（on behalf of），

侵略の計画および遂行に参加する

ことのできる個人による行為であ

るがために，起訴可能な行為

第二三条２項：

安保理によって，告訴（complaint）の対象

となる侵略行為を行った，と認定された国家の

行為

九六年

「法典

草案」

（※３）

「侵略」の計画，準備，着手又は

遂行に，指導者又は組織者として

積極的に関与し又はこれを命令し

たもの

国家によってなされた侵略

※１：国際法委員会による， 年作成， 年改定の「人類の平和と安全に対する犯罪につ

いての法典草案」第二条

※２：国際法委員会による， 年作成の国際刑事裁判所規程草案

※３：国際法委員会による， 年作成の「人類の平和と安全に対する犯罪についての法典草

案」第一六条



第
二
〇
条
（
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
犯
罪
）

裁
判
所
は
こ
の
規
程
に
し
た
が
っ
て
、
次
の
犯
罪
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
。

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪

侵
略
の
罪

武
力
紛
争
に
お
い
て
適
用
可
能
な
法
ま
た
は
慣
習
の
重
大
な
違
反

人
道
に
対
す
る
罪

申
立
て
に
よ
れ
ば
、
国
際
的
利
害
に
関
す
る
例
外
的
に
重
大
な
犯
罪
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
付
属
書
に
列
挙
さ
れ
た
条

約
に
よ
っ
て
犯
罪
と
さ
れ
る
も
の

第
二
三
条
（
安
全
保
障
理
事
会
の
行
動
）

２

告
訴
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
侵
略
行
為
に
つ
い
て
、
国
家
が
行
っ
た
と
い
う
こ
と
を
安
全
保
障
事
会
が
告
訴
前
に
決
定
し
て
い

な
い
限
り
、
侵
略
行
為
の
告
訴
ま
た
は
侵
略
行
為
に
直
接
関
係
す
る
告
訴
は
こ
の
規
定
の
下
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
条
文
か
ら
み
て
、
こ
の
提
案
は
、
第
一
に
、「
侵
略
の
罪
」
に
つ
い
て
規
定
す
る
う
え
で
「
侵
略
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
一
切

ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
し
て
い
る
こ
と
、

と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。

次
に
、
非
同
盟
諸
国
提
案
を
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
で
あ
っ
た
（
９
）。

１．
こ
の
規
程
の
適
用
上
、
侵
略
の
罪
と
は
、
国
家
の
政
治
的
、
軍
事
的
行
動
を
指
示
す
る
権
限
あ
る
者
（

）
又
は
指
揮
を

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）

一
一
五
九
（
一
六
一
）



実
行
す
る
立
場
に
あ
る
者
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
る
犯
罪
で
あ
っ
て
、
他
国
の
主
権
、
領
土
保
全
も
し
く
は
政
治
的
独
立
、
又
は
、
そ

の
国
の
人
民
の
不
可
譲
の
（

）
権
利
に
対
す
る
脅
威
又
は
侵
害
を
目
的
と
し
て
、
国
連
憲
章
に
違
反
し
て
の
武
力
に

訴
え
る
（

）
こ
と
に
よ
り
、
他
国
民
か
ら
民
族
自
決
、
自
由
及
び
独
立
の
権
利
を
剥
奪
す
る
犯
罪
で

あ
る
。

２．
侵
略
を
構
成
す
る
諸
行
為
と
は
、

他
国
の
武
力
行
使
に
よ
る
一
国
へ
の
領
土
侵
攻
（

）
も
し
く
は
攻
撃
、
た
と
え
一
時
的
で
あ
っ
て
も
当
該
侵
攻

か
ら
結
果
と
し
て
生
じ
る
軍
事
的
占
領
、
又
は
他
国
も
し
く
は
そ
の
一
部
の
領
域
に
武
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
る
併
合

他
国
の
領
域
に
対
す
る
一
国
の
武
力
行
使
に
よ
る
爆
撃
又
は
武
器
の
使
用

武
力
行
使
に
よ
っ
て
他
国
の
港
又
は
沿
岸
を
封
鎖
す
る
こ
と

武
力
行
使
に
よ
っ
て
他
国
の
領
土
も
し
く
は
領
海
又
は
空
軍
も
し
く
は
海
軍
を
攻
撃
す
る
こ
と

受
入
国
と
の
協
定
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
条
件
に
違
反
し
て
他
国
の
領
域
内
で
武
力
を
行
使
す
る
こ
と
、
又
は
当
該
協
定

の
満
了
期
間
を
こ
え
て
当
該
領
域
内
に
駐
留
し
つ
づ
け
る
こ
と

他
国
が
自
由
に
使
用
で
き
る
自
国
の
領
域
に
お
い
て
、
当
該
他
国
が
第
三
国
に
対
す
る
侵
略
行
為
を
犯
す
た
め
に
使
用
す

る
こ
と
を
許
す
行
為

上
記
の
諸
行
為
に
相
当
す
る
重
大
性
を
有
す
る
武
力
行
為
を
他
国
に
対
し
て
実
行
す
る
武
装
部
隊
、
集
団
、
不
正
規
兵
又

は
傭
兵
の
国
家
に
よ
る
派
遣
、
も
し
く
は
国
家
の
た
め
の
派
遣
、
又
は
か
か
る
行
為
に
対
す
る
国
家
の
実
質
的
関
与

こ
の
規
定
か
ら
み
て
、
こ
の
提
案
は
、
第
一
に
、
一
九
七
四
年
に
、
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
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「
侵
略
」
の
定
義
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
（

）、「
侵
略
」
の
定
義
を
詳
細
に
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
、
こ
の
提
案
は
、
国
際
法
委
員
会
提

案
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
二
に
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
認
定
を

「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
す
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
点
で
も
、
こ
の
提
案
は
、
国
際
法
委
員
会
提
案
と
は
異
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
提
案
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
提
案
で
は
、
安
保
理
の
「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
常

設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
旨
の
注
（

）
が
冒
頭
に
付
さ
れ
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う
な

「
侵
略
」
の
定
義
が
「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
お
か
れ
て
い
た
（

）。

他
国
の
領
土
保
全
も
し
く
は
政
治
的
独
立
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
、
国
家
に
よ
る
武
力
攻
撃
（

）
で
あ
っ
て
、（
軍
事
）
占
領
も
し
く
は
併
合
の
達
成
（

）
と
い
う
目
的
ま
た
は
結
果
を
伴
う
も
の
で
、
か
つ
国

連
憲
章
に
（
明
ら
か
に
）
反
し
て
い
る
（
と
安
全
保
障
理
事
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
）
も
の

こ
の
よ
う
に
、
一
方
で
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
す
る
こ
と
を
認
め
て
い

た
点
で
は
、
こ
の
提
案
は
、
国
際
法
委
員
会
提
案
と
共
通
し
、
非
同
盟
諸
国
提
案
と
は
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。
他
方
で
、

「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
い
て
い
た
点
で
は
、
こ
の
提
案
は
、
非
同
盟
諸
国
提
案
と
共
通
し
、
国
際
法
委

員
会
提
案
と
は
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
提
案
は
、
非
同
盟
諸
国
提
案
と
国
際
法
委
員
会
提
案
と
を

折
衷
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
但
し
、
こ
の
提
案
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
お
か
れ
た
「
侵
略
」
の
定

義
が
「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
点
で
も
、
非
同
盟
諸
国
提

案
と
は
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
間
の
相
異
点
は
、「
侵
略
」
を
焦
点
と
し
て
、
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一

に
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
す
る
か
ど
う
か
、
第
二
に
、「
侵
略
の
罪
」

の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
く
か
ど
う
か
、
第
三
に
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
く
場
合
、

「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
を
そ
の
ま
ま
使
う
か
ど
う
か
、
と
い
う
三
つ
の
点
で
異
な
る
提
案
が
行
わ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
は
、
三
つ
の
点
で
異
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
相
異
点
は
、

い
ず
れ
も
、「
侵
略
」
を
焦
点
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

第
二
節

「
侵
略
」
を
焦
点
と
す
る
対
立
の
原
因

「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
が
、「
侵
略
」
を
焦
点
と
す
る
三
つ
の
点
で
異
な
っ
て
い
た
。
ど
の
よ
う
な
原
因
で
対
立
が
生
じ
て

い
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、「
侵
略
の
罪
」
を
め
ぐ
る
対
立
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、「
侵
略
」
を
焦
点
と
す
る
三
つ
の

相
異
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
見
解
に
た
つ
こ
と
で
ど
の
よ
う
に
法
的
効
果
が
異
な
っ
て
く
る
の
か
、
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
第
一
に
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条

件
と
す
る
か
ど
う
か
、
第
二
に
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
く
か
ど
う
か
、
第
三
に
、「
侵
略
の
罪
」
の
定

義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
く
場
合
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
を
そ
の
ま
ま
使
う
か
ど
う

か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
に
法
的
効
果
が
異
な
っ
て
く
る
の
か
、
に
つ
い
て
順
に
検
討
す
る
。

第
一
に
、「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
が
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件

と
す
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
法
的
効
果
が
異
な
っ
て
く
る
の
か
、
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
例
え
ば
、
安
保
理
に
よ
る

「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
す
る
場
合
、
あ
る
国
家
が
「
武
力
行
使
」
を
行
っ
た
と
す
る
と
、
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ま
ず
、
憲
章
第
七
章
の
下
で
安
保
理
が
当
該
「
武
力
行
使
」
に
つ
い
て
「
侵
略
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
審
議
し
（

）、「
侵
略
」
が
認
定

さ
れ
れ
ば
、
そ
の
後
、
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
逆
に
、
安
保
理
が
「
侵
略
」
を
認
定
し
な
け

れ
ば
、
国
際
刑
事
裁
判
所
の
手
続
き
は
開
始
さ
れ
ず
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
処
罰
も
不
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵

略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
し
な
い
場
合
に
は
、
安
保
理
が
「
侵
略
」
を
認
定
す
る
か
ど
う
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
国
際
刑
事
裁
判
所
の
手
続
き
は
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
は
政
治
的
な
理
由
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄

権
行
使
の
条
件
と
す
る
場
合
に
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
訴
追
開
始
の
点
に
お
い
て
不
平
等
な
も
の
に
な
り
、
ひ
い
て
は
処
罰
の
点

に
お
い
て
も
不
平
等
な
も
の
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
常
任
理
事
国
の
「
武
力
行
使
」
に
つ
い
て
は
、
法
的
に
は
「
侵
略
」
に
該

当
す
る
事
例
で
あ
っ
た
と
し
て
も
拒
否
権
の
た
め
安
保
理
が
「
侵
略
」
を
認
定
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
（

）。
そ
の
た
め
、
安
保
理
に
よ
る

「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
し
た
場
合
に
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
処
罰
が
不
平
等
な
も

の
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
逆
に
、
常
任
理
事
国
以
外
の
国
家
の
「
武
力
行
使
」
に
つ
い
て
は
、
法
的
に
は
「
侵
略
」
に
該
当
し
な
い
事
例

で
も
政
治
的
な
理
由
か
ら
安
保
理
が
「
侵
略
」
を
認
定
す
る
可
能
性
も
あ
る
（

）。
そ
の
た
め
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略

の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
し
た
場
合
に
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
訴
追
が
開
始
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
不
平

等
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
不
平
等
を
避
け
る
た
め
に
は
、
非
同
盟
諸
国
提
案
の
よ
う
に
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵

略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
し
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
際
法

委
員
会
お
よ
び
ド
イ
ツ
グ
ル
ー
プ
が
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
の
は
、
憲
章
第
七
章
上
、「
侵
略
行
為
」
に
対
す
る
制
裁
が
発
動
さ
れ
な
い
よ
う
な
場
合
に
ま
で
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く

個
人
処
罰
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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実
際
に
、
国
際
法
委
員
会
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
草
案
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
ま
ず
、
同
草
案
第

二
〇
条
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
「「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
は
特
別
な
も
の
で
あ
り
、
国
連
憲
章
第
七
章
の
下
で

安
保
理
に
特
別
な
責
任
が
負
わ
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
の
保
障
措
置
（

）
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
す
る
場
合
の
み
、
国
際

刑
事
裁
判
所
の
対
象
犯
罪
に
含
め
う
る
犯
罪
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
（

）。
こ
こ
で
い
う
「
保
障
措
置
」
は
同
草
案
第
二
三
条
に
規
定

さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
「「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
い
か
な
る
個
人
処
罰
も
、
国
家
が
「
侵
略
」
を

行
っ
た
と
い
う
認
定
を
条
件
と
し
て
お
り
、
当
該
認
定
は
国
連
憲
章
第
七
章
の
下
で
安
保
理
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
（

）。

こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、
何
を
「
保
障
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
侵
略
」
の
認
定
が
国
連

憲
章
第
七
章
の
下
で
安
保
理
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
す
る
と
、
そ
の
結
果
、
憲
章
第
七
章
上
、「
侵
略
行
為
」
に
対
す
る
制
裁
が
発
動
さ

れ
な
い
よ
う
な
場
合
に
ま
で
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
国
際
法
委
員
会
は
、
少
な
く
と
も
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
に
関
す
る
規
定
が
憲
章
第
七
章
上

の
制
裁
に
関
す
る
規
定
と
抵
触
し
な
い
た
め
の
「
保
障
措
置
」
と
し
て
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る

管
轄
権
行
使
の
条
件
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
、
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
他
に
も
、
一
九
九
五
年
の
国
際
法
委
員
会
の
討
議
に
お
い
て
、
プ
レ
が
、「
憲
章
上
、
拒
否
権
の
た
め
常
任
理
事
国
が
侵
略
国
と

認
定
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
九
四
五
年
か
ら
続
い
て
い
る
制
度
で
あ
り
、
国
際
法
委
員
会
は
か
か
る
制
度

を
変
更
で
き
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
（

）。
こ
れ
は
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
す
る
こ
と
を
認
め
れ
ば
、

拒
否
権
の
た
め
に
、
常
任
理
事
国
の
行
為
に
つ
い
て
「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
処
罰
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態

は
、
憲
章
第
七
章
上
の
制
裁
に
関
す
る
規
定
と
抵
触
し
な
い
た
め
に
は
や
む
を
え
ず
生
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
現
実
的
限
界
と
し
て
認
め

ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
ロ
ー
マ
会
議
に
お
い
て
も
主
張
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
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ヴ
ェ
ス
ト
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ベ
ル
グ
（
ド
イ
ツ
）
は
、「
憲
章
上
、
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
は
安
保
理
が
主
要
な
役
割
を
担
う
必
要
が

あ
り
、
そ
の
こ
と
を
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
上
改
正
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
第
七
章
上
の
安
保
理
の
侵
略
認
定
権
限
を
介
在
さ
せ
ざ
る
を

え
な
い
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
（

）。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
た
結
果
、
ロ
ー
マ
条
約
上
、「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
規
定
は

「
国
際
連
合
憲
章
の
関
連
す
る
規
定
と
両
立
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
（
第
五
条
２
項
後
段
）。
こ
の
規
定
は
、

「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
国
際
刑
事
裁
判
所
の
権
限
に
は
憲
章
上
の
関
連
規
定
か
ら
生
じ
る
現
実
的
限
界
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
（

）。
要
す
る
に
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
に
関
す
る
規
定
が
憲
章
第
七
章
上
の
制
裁
に
関
す
る
規
定
と
抵
触

す
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
国
際
法
委
員
会
と
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
行
為
」
の
認
定
を
「
侵
略

の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
に
、「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
が
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
異

な
っ
て
い
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
原
因
で
対
立
が
生
じ
て
い
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定

義
を
お
く
か
ど
う
か
で
、
ど
の
よ
う
に
法
的
効
果
が
異
な
っ
て
く
る
の
か
、
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
例
え
ば
、
あ
る
国
家
が
「
武
力
行

使
」
を
行
い
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
訴
追
が
行
わ
れ
た
場
合
、
国
際
刑
事
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
当
該
「
武
力
行
使
」
に
つ
い
て
「
侵

略
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
認
定
が
肯
定
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
個
人
の
行
為
が
「
侵
略
の
罪
」
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
を
認
定
し
、
こ
れ
も
肯
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
が
お
か
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
定
義
に
従
っ
て
国
際
刑
事
裁
判
所
は
「
侵
略
」
の
有
無

を
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
非
同
盟
諸
国
お
よ
び
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
に
お
か

れ
た
「
侵
略
」
の
定
義
に
従
っ
て
国
際
刑
事
裁
判
所
が
「
侵
略
」
の
有
無
を
認
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の

な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
く
提
案
を
行
っ
た
と
い
え
る
。

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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こ
れ
に
対
し
、
国
際
法
委
員
会
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
が
「
武
力
行
使
」
に
つ
い
て
「
侵
略
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
際
、

「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
お
か
れ
た
「
侵
略
」
の
定
義
に
従
う
、
と
い
う
制
約
を
受
け
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
、「
侵
略
の

罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
か
な
い
提
案
を
行
っ
た
と
い
え
る
。
確
か
に
、
国
際
法
委
員
会
提
案
で
も
、「
侵
略
の

罪
」
に
関
す
る
明
文
規
定
に
従
っ
て
、
国
際
刑
事
裁
判
所
が
「
侵
略
」
を
含
む
「
侵
略
の
罪
」
の
構
成
要
件
該
当
性
を
認
定
し
、
こ
の
認

定
に
基
づ
い
て
個
人
処
罰
が
行
わ
れ
る
以
上
、
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
に
反
す
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
刑
法

不
遡
及
の
原
則
に
は
反
せ
ず
、
少
な
く
と
も
形
式
的
に
は
、「
法
律
が
な
け
れ
ば
犯
罪
は
な
く
、
法
律
が
な
け
れ
ば
刑
罰
は
な
い

（

）」
と
い
う
原
則
に
反
し
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（

）。
し
か
し
、
国
際
法
委
員
会

提
案
の
よ
う
に
、「
侵
略
の
罪
」
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
が
お
か
れ
て
い
な
い
と
、「
侵
略
」
の
内
容
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
に
、
刑

法
の
明
確
性
の
原
則
に
反
し
、
実
質
的
に
は
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
が
残
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「
侵
略
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
様
々
な
見
解
が
存
在
し
て
い
る
た
め
に
（

）、
具
体
的
に
「
侵
略
」
に
該
当
す
る
行
為
を
個
人
が
正
確
に
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
行
動
の
自
由
を
不
当
に
抑
制
さ
れ
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
（

）。

こ
の
よ
う
に
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
か
な
い
と
、
刑
法
の
明
確
性
の
原
則
に
反
し
、
実
質
的
に
は

罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
か
ら
ロ
ー
マ
会
議
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例

え
ば
、
総
会
決
議
一
七
七

で
「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
を
準
備
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
こ

と
に
従
っ
て
（

）、
一
九
四
九
年
に
、
国
際
法
委
員
会
は
そ
の
準
備
を
開
始
し
た
。
そ
の
討
議
の
な
か
で
、
セ
ル
（
フ
ラ
ン
ス
）
お
よ
び
ア
ル

フ
ォ
ロ
（
パ
ナ
マ
）
は
、
罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
き
構
成
要
件
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
強
く
主
張
し

た
の
で
あ
る
（

）。
ま
た
、
ロ
ー
マ
会
議
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
に

「
侵
略
」
の
定
義
を
お
き
構
成
要
件
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
例
え
ば
、
ヴ
ェ
ス
ト
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ベ
ル
グ
（
ド
イ
ツ
）
は
、
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構
成
要
件
を
明
確
に
し
て
罪
刑
法
定
主
義
に
反
し
な
い
た
め
に
、「
侵
略
」
の
定
義
を
「
侵
略
の
罪
」
の
構
成
要
件
上
規
定
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
（

）。

こ
の
観
点
か
ら
み
て
、
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
が
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件

と
し
つ
つ
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
く
こ
と
を
提
案
し
た
の
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
に

関
す
る
規
定
が
憲
章
第
七
章
上
の
制
裁
に
関
す
る
規
定
と
抵
触
す
る
こ
と
は
避
け
つ
つ
、
構
成
要
件
を
明
確
に
し
て
罪
刑
法
定
主
義
に
反

し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
提
案
に
従
え
ば
、
憲
章
第
七
章

上
、「
侵
略
行
為
」
に
対
す
る
制
裁
が
発
動
さ
れ
な
い
よ
う
な
場
合
に
ま
で
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
避

け
る
こ
と
は
で
き
る
う
え
、
安
保
理
が
「
侵
略
」
の
認
定
を
し
た
場
合
に
も
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
お
か
れ
た
「
侵
略
」
の

定
義
に
従
っ
て
国
際
刑
事
裁
判
所
は
「
侵
略
」
の
有
無
を
認
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
提
案
は
、
ロ
ー
マ
会
議
で
、
一
般
的
な
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
（

）。
そ
れ
は
、
一
方
で
は
、
非
同
盟

諸
国
が
自
ら
行
っ
た
提
案
に
固
執
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
は
、
常
任
理
事
国
が
国
際
法
委
員
会
に
お
け
る
討
議
か
ら
ロ
ー
マ
会

議
ま
で
一
貫
し
て
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
し
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定

義
を
お
か
な
い
提
案
を
支
持
し
て
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
九
一
年
の
国
際
法
委
員
会
に
お
い
て
、「
人
類
の
平
和
と
安
全

に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
の
特
別
報
告
者
テ
ィ
ア
ム
（
セ
ネ
ガ
ル
）
が
提
案
し
た
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を

条
件
と
す
る
「
侵
略
の
罪
」
の
刑
事
訴
追
手
続
は
（

）、
マ
ッ
カ
ー
フ
リ
ー
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（

））、
バ
ル
セ
ゴ
フ
（
旧
ソ
連
（

））、
お
よ
び
シ
ー

（
中
国
（

））
と
い
っ
た
安
保
理
の
常
任
理
事
国
代
表
に
よ
っ
て
強
く
支
持
さ
れ
た
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
会
議
の
準
備
段
階
か
ら
討
議
に
お
い
て

も
、
常
任
理
事
国
は
、
国
際
法
委
員
会
提
案
、
す
な
わ
ち
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
し
、「
侵
略
の

罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
か
な
い
提
案
を
支
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
（

）。

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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こ
こ
で
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
し
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お

か
な
い
提
案
に
従
え
ば
、「
侵
略
」
の
認
定
に
あ
た
り
、
安
保
理
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵

略
」
の
認
定
が
な
い
場
合
に
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
い
て
個
人
は
処
罰
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認

定
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
が
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
お
か
れ
た
「
侵
略
」
の
定
義
に
従
う
、
と
い
う
制
約
を

受
け
る
こ
と
な
く
「
侵
略
」
の
認
定
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
安
保
理
は
政
治
的
に
「
侵
略
」
の
認
定
を
行
っ
た
に
す
ぎ

ず
、
国
際
刑
事
裁
判
所
は
、
別
途
、
法
的
に
「
侵
略
」
の
認
定
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
法
的
に
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
は
、
安

保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
に
従
っ
て
、「
侵
略
」
の
認
定
を
行
う
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
事
実
上
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の

認
定
に
従
っ
て
国
際
刑
事
裁
判
所
が
「
侵
略
」
の
認
定
を
行
う
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
常
任
理
事
国
が

国
際
法
委
員
会
提
案
を
支
持
し
た
の
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
に
関
す
る
規
定
が
憲
章
第
七
章
上
の
制
裁
に
関
す
る
規
定

と
抵
触
す
る
こ
と
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
処
罰
を
安
保
理
の
裁
量
の
下
に
お

き
た
い
、
少
な
く
と
も
そ
の
影
響
下
に
お
き
た
い
と
い
う
政
治
的
意
図
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
常
任
理
事
国
は
、
一
方
で
、

「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
を
望
ま
な
い
場
合
に
は
、
安
保
理
に
お
い
て
拒
否
権
を
行
使
す
る
こ
と
で
処
罰
を
阻
止
し
よ
う
と
し
、

他
方
で
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
を
望
む
場
合
に
は
、
事
実
上
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
に
従
っ
て
国
際
刑
事
裁

判
所
が
「
侵
略
」
の
認
定
を
行
う
こ
と
を
期
待
し
て
、
一
貫
し
て
、
国
際
法
委
員
会
提
案
を
支
持
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
を
そ
の
ま
ま
お
く
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
非
同
盟
諸
国
提
案
が
肯
定
し
、
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
提
案
が
否
定
し
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
原
因
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
だ

ろ
う
か
。「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
を
そ
の
ま
ま
お
く
か
ど
う
か

で
、
ど
の
よ
う
に
法
的
効
果
が
異
な
っ
て
く
る
の
か
、
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
こ
の
点
、
非
同
盟
諸
国
提
案
の
下
で
は
、「
侵
略
の

立
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罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
は
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
に
従
っ
て
、
国
際
刑
事
裁
判
所
が
「
侵

略
」
を
認
定
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
構
成
要
件
を
明
確
に
し
て
罪
刑
法
定
主
義
に
反
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

し
て
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
く
こ
と
を
提
案
し
た
が
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の

「
侵
略
」
の
定
義
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
は
提
案
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
が
、
以
下
の
よ
う
に
、「
侵
略
の
罪
」

に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
範
囲
を
法
的
に
妥
当
な
範
囲
に
限
定
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー

プ
は
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
に
従
っ
て
国
際
刑
事
裁
判
所
が
「
侵
略
」
を
認
定
し
て
も
、「
侵
略

の
罪
」
の
処
罰
が
法
的
に
妥
当
な
範
囲
に
限
定
さ
れ
ず
、
個
人
の
行
動
の
自
由
が
不
当
に
抑
制
さ
れ
か
ね
な
い
と
判
断
し
て
、
こ
れ
を
避

け
よ
う
と
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
同
決
議
上
の
「
侵
略
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
安
保
理
の
認
定
の
指
針
に
す
ぎ
ず
、
国
際
刑
事
裁
判
所
が
「
侵
略
の
罪
」
の

処
罰
を
法
的
に
妥
当
な
範
囲
に
限
定
す
る
た
め
に
従
う
べ
き
定
義
に
は
な
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
同
決
議
の
本
文
で
は
、
安
保
理
に
対
し
「
憲
章
に
し
た
が
っ
て
侵
略
行
為
の
存
在
を
決
定
す
る
際
の
指
針
と
し
て
妥
当
な
考
慮
を
払

う
よ
う
勧
告
」
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
（

）、
そ
の
た
め
、
同
決
議
上
の
「
侵
略
」
の
定
義
は
、
一
般
に
、
安
保
理
の
認
定
の
指
針
に
と

ど
ま
っ
た
が
ゆ
え
に
、
常
任
理
事
国
の
合
意
も
得
て
国
際
社
会
の
合
意
を
得
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
同
決
議
上
の
「
侵
略
」
の
定
義
が
安
保
理
の
認
定
の
指
針
に
す
ぎ
な
い
か
ら
こ
そ
、
第
三
条
で
八
つ
の
「
侵
略
行
為
」
が
示

さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
「
網
羅
的
な
も
の
で
は
な
く
、
安
全
保
障
理
事
会
は
、
そ
の
他
の
行
為
が
、
憲
章
の
規
定
の
下
で
侵
略
を
構
成

す
る
と
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
（
第
四
条
）、
安
保
理
の
裁
量
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
国
際
連
合
憲
章
に
違
反
す
る

武
力
の
最
初
の
使
用
は
、
侵
略
行
為
の
一
応
の
証
拠
を
構
成
す
る
」
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
国
際
連
合
憲
章
に
違
反
す
る
武
力
」
が

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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「
使
用
」
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
ち
に
「
侵
略
」
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
二
条
）。

但
し
、
当
初
は
、
法
的
拘
束
力
を
も
つ
文
書
で
は
な
か
っ
た
も
の
で
も
、
そ
の
採
択
以
降
の
国
家
実
行
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
慣
習
国
際
法
と
な
る
こ
と
は
あ
る
。
例
え
ば
、
世
界
人
権
宣
言
に
関
し
て
は
、
憲
章
解
釈
と
し
て
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
き
た
結
果
、
慣
習
国
際
法
と
な
っ
た
と
み
る
見
解
が
存
在
す
る
（

）。
こ
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
非
同
盟
諸
国
は
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す

る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
当
初
、
安
保
理
の
認
定
の
指
針
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
実
行
に
お
い
て
慣

習
国
際
法
に
な
っ
た
と
考
え
た
た
め
に
、
そ
の
定
義
に
従
う
範
囲
で
国
際
刑
事
裁
判
所
が
「
侵
略
」
の
有
無
を
認
定
す
る
提
案
を
行
っ
た

と
い
え
よ
う
。
実
際
に
、
非
同
盟
諸
国
は
、
従
来
か
ら
、
同
決
議
上
の
「
侵
略
」
の
定
義
に
従
っ
て
「
侵
略
行
為
」
（
憲
章
第
三
九
条
）

を
認
定
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
八
二
年
の
安
保
理
の
「
占
領
下
の
ア
ラ
ブ
領
域
の
事
態
」

に
関
す
る
討
議
に
お
い
て
、
シ
リ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
の
代
表
は
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条

に
依
拠
し

て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
侵
略
行
為
」
を
非
難
し
、
若
干
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
キ
ュ
ー
バ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
代
表
は
、
同
決
議
に
言
及
し

て
非
難
し
た
（

）。
こ
の
よ
う
な
非
難
は
、
同
決
議
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
の
内
容
が
一
般
国
際
法
上
の
「
侵
略
行
為
」
と
一
致
し
て
い

る
と
い
う
主
張
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
一
九
八
六
年
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
本
案
判
決
は
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決

議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
が
、
少
な
く
と
も
一
定
の
範
囲
で
は
、
慣
習
国
際
法
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
一
九
八

〇
年
代
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
が
行
っ
た
行
為
は
そ
の
定
義
に
該
当
し
な
い
と
判
示
し
て
い
る
（

）。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
主
張
が
一
般
的
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
き
た
と
す
れ
ば
、
当
該
「
侵
略
」
の
定
義
が
慣
習
国
際
法
に
な
っ
た
と
考
え
る
余
地
は
あ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
判
決
が
出
さ
れ
た
以
降
で
あ
っ
て
も
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
が

慣
習
国
際
法
に
な
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
疑
問
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
第
一
に
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決

議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
全
体
に
つ
い
て
、
慣
習
法
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
主
張
が
行
わ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
九
九
五
年
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の
国
際
法
委
員
会
の
討
議
に
お
い
て
は
、
フ
ォ
ン
バ
（
マ
リ
）、
ヤ
ン
コ
フ
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
）、
イ
ド
リ
ス
（
ス
ー
ダ
ン
）、
ベ
ヌ
ー
ナ

（
モ
ロ
ッ
コ
）、
エ
リ
ク
ソ
ン
（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
）、
プ
レ
（
フ
ラ
ン
ス
）、
サ
ラ
ー
ム
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
と
い
っ
た
多
数
の
委
員
に
よ
っ
て
、

当
該
「
侵
略
」
の
定
義
は
安
保
理
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
る
政
治
的
な
も
の
で
あ
り
、
国
際
刑
事
裁
判
所
の
認
定
の
対
象
と
し
て
の
司
法
的

機
能
を
果
た
す
も
の
で
は
な
い
、
と
主
張
さ
れ
た
（

）。
こ
れ
ら
の
主
張
は
、
当
該
「
侵
略
」
の
定
義
全
体
に
つ
い
て
慣
習
国
際
法
に
な
っ
て

い
な
い
、
と
い
う
見
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
者
は
、「
占
領
下
の
ア
ラ
ブ
領
域
の
事
態
」
に
関
す
る
安
保
理

決
議
案
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
拒
否
権
の
行
使
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ
て
お
り
（

）、
実
際
の
安
保
理
の
認
定
に
お
い
て
は
、
最
終
的
に
「
侵
略

の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
に
言
及
し
た
決
議
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
重
視
し
て
、
当
該
「
侵
略
」
の
定
義
が

慣
習
国
際
法
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
見
解
に
基
づ
く
主
張
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
判
決
に
よ
っ
て
、
一
定
の
範
囲
で
は
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
全

体
に
つ
い
て
、
慣
習
法
に
な
っ
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
同
条
は
「
侵
略
」
に
該
当
す
る
余
地
の
あ
る
行
為
を
広
く
列
挙
し
た
も
の
に
す

ぎ
ず
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
う
ち
ど
の
範
囲
ま
で
慣
習
国
際
法
に
な
っ
て
い
る
の
か
は
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
存
在
す
る
（

）。
こ
の
見
解

は
、
右
に
挙
げ
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
判
決
に
つ
い
て
も
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
行
為
が
「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条

ま
た
は

の
「
侵
略
」
の
定
義
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
た
も
の
の
（

）、
そ
れ
以
外
の
同
条

か
ら

ま
で
の
「
侵
略
」
の
定
義

ま
で
、
慣
習
国
際
法
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
（

）、
と
い
う
点
を
根
拠
と
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
第
三
に
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条

と
同
様
に
、
非
同
盟
諸
国
提
案
２
項

に
お
け
る
「
侵
略
」
に
は
、

「
一
国
が
他
国
に
対
し
重
大
な
武
力
行
使
を
実
行
す
る
軍
団
、
組
織
、
不
正
規
軍
ま
た
は
傭
兵
を
派
遣
し
た
り
、
実
質
的
に
関
与
す
る
こ

と
」
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
条
項
に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
、
こ
の
条
項
に
該
当
す
る
行
為
は
い
わ
ゆ
る
間
接
侵
略
の

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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典
型
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
慣
習
国
際
法
上
「
侵
略
」
に
該
当
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
判
決

に
お
い
て
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
が
行
っ
た
「
準
軍
事
活
動
」
が
「
侵

略
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
認
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
際
司
法
裁
判
所
が
実
際
に
当
該
認
定
を
行
う
に
あ

た
っ
て
は
、
自
己
の
認
定
権
の
行
使
と
し
て
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条

に
該
当
す
る
行
為
を
、
規
模
が
大
き
く
か
つ

効
果
が
重
大
な
も
の
の
み
に
限
定
し
て
い
る
（

）。
つ
ま
り
、
慣
習
国
際
法
上
、
一
定
の
規
模
の
大
き
さ
と
効
果
の
重
大
さ
を
備
え
た
行
為
で

な
け
れ
ば
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条

に
該
当
す
る
行
為
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
ど
の
程
度
の

規
模
と
効
果
が
必
要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
（

）。

こ
の
よ
う
に
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
は
、
慣
習
国
際
法
に
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
自
体
に

つ
い
て
も
争
い
が
あ
り
、
仮
に
、
慣
習
国
際
法
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
含
ん
で
い
る
と
し
て
も
、
ど
の
範
囲
ま
で
慣
習
国
際
法
に
な
っ
て

い
る
か
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
当
該
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
い
て
も
、
国
際
刑
事
裁
判

所
の
認
定
権
を
法
的
に
限
定
し
う
る
ほ
ど
の
機
能
は
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
、
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
観
点
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
が
、「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」
の
定
義
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と

な
く
、「
武
力
攻
撃
」
を
伴
う
も
の
に
限
定
し
た
「
侵
略
」
の
定
義
を
「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
に
お
く
提
案
を
行
っ
た
の
は
、
国
際
刑
事

裁
判
所
の
認
定
権
を
法
的
に
限
定
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、「
武
力
攻
撃
」
に
つ
い
て
は
、
ニ
カ
ラ
グ

ア
事
件
本
案
判
決
が
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
対
し
て
行
っ
て
い

た
活
動
に
つ
い
て
、「
準
軍
事
活
動
」
で
あ
る
こ
と
を
判
示
し
た
う
え
で
、
こ
れ
は
憲
章
第
五
一
条
で
許
容
さ
れ
て
い
る
自
衛
権
行
使
の

前
提
と
し
て
の
「
武
力
攻
撃
」
に
は
該
当
し
な
い
が
憲
章
第
二
条
４
項
お
よ
び
慣
習
国
際
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
武
力
行
使
」

に
は
該
当
す
る
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
（

）。
そ
の
た
め
、「
武
力
攻
撃
」
を
伴
う
も
の
の
範
囲
で
「
侵
略
」
を
認
定
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
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国
際
刑
事
裁
判
所
の
認
定
権
は
法
的
に
限
定
さ
れ
る
、
と
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
は
判
断
し
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
非
同
盟
諸
国
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
の
認
定
権
を
法
的
に
限
定
す
る
こ
と
よ
り
も
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処

罰
が
安
保
理
の
裁
量
の
下
に
お
か
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
の
定
義
に
関
す

る
決
議
」
第
三
条
の
定
義
を
お
く
提
案
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
非
同
盟
諸
国
は
、
常
に
、
広
く
安
保
理
の
裁
量
の
下
、

憲
章
第
七
章
に
基
づ
く
「
侵
略
行
為
」
の
認
定
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
政
治
的
意
図
か
ら
「
侵
略

の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
が
広
く
国
際
刑
事
裁
判
所
の
認
定
権
の
下
に
お
か
れ
る
提
案
に
固
執
し
て
も
当
然
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
で

あ
る
。

以
上
に
よ
り
、「
侵
略
の
罪
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
同
罪
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
範
囲
に
つ
い
て
、
安
保
理
の
裁
量
の
下
に
お
き
た
い
、

少
な
く
と
も
そ
の
影
響
下
に
お
き
た
い
と
い
う
政
治
的
意
図
を
有
す
る
常
任
理
事
国
と
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
い
と
い
う
政
治
的
意
図
を
有

す
る
非
同
盟
諸
国
と
が
対
立
し
、
こ
の
対
立
を
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
は
妥
協
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ

の
た
め
に
、「
侵
略
の
罪
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
侵
略
」
を
焦
点
と
す
る
三
つ
の
相
異
点
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

個
人
の
「
侵
略
の
罪
」
の
構
成
要
件
要
素
と
し
て
の
国
家
の
「
侵
略
」

「
侵
略
の
罪
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
侵
略
」
を
焦
点
と
す
る
三
つ
の
相
異
点
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
ロ
ー
マ
条
約
上
、「
侵
略
の
罪
」

に
対
す
る
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
は
凍
結
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
ロ
ー
マ
会
議
の
準
備
段
階
か
ら
会
議
中
に
お
け
る
「
侵

略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
を
み
る
と
、「
侵
略
」
の
「
計
画
、
準
備
、
開
始
ま
た
は
遂
行
」
を
「
侵
略
の
罪
」
と
す
る
点
で
は
一
致
し

て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
要
な
構
成
要
件
要
素
が
、「
侵
略
」
自
体
と
そ
の
「
計
画
、
準
備
、
開
始
ま
た
は
遂
行
」

と
い
う
個
人
の
行
為
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
件
要
素
に
着
目
し
て
「
侵
略

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
侵
略
」
と
い
う
構
成
要
件
要
素
に
つ
い
て
は
提
案
間
で
大
き
な
相
異
が
あ
っ
た
の
に

対
し
、
そ
れ
以
外
の
「
計
画
、
準
備
、
開
始
ま
た
は
遂
行
」
等
の
構
成
要
件
要
素
に
つ
い
て
は
提
案
間
で
大
き
な
相
異
が
な
か
っ
た
と
い

え
る
（
別
表
参
照
（

））。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
構
成
要
件
要
素
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
会
議
の
準
備
段
階
か
ら
会
議
中
に
お
い
て
、
ほ

と
ん
ど
議
論
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（

）。
な
ぜ
、「
侵
略
の
罪
」
は
「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
侵
略
の

罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
は
、
個
人
の
行
為
に
関
す
る
構
成
要
件
要
素
よ
り
も
、「
侵
略
」
が
重
視
さ
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。

一
九
九
六
年
に
国
際
法
委
員
会
が
提
案
し
た
「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
第
一
六
条
（

）の
起
草
理
由

に
つ
い
て
、
カ
レ
ロ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
起
草
委
員
会
議
長
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
は
、「
国
連
憲
章
や
総
会
決
議
を
含
む
他
の
関
連
文
書
に
依
拠
し

て
「
侵
略
」
の
認
定
を
行
う
機
関
と
し
て
は
国
際
刑
事
裁
判
所
よ
り
も
安
保
理
の
方
が
適
切
で
あ
り
、「
侵
略
の
罪
」
に
お
い
て
は
「
侵

略
に
お
け
る
個
人
の
役
割
の
特
定
」
の
み
に
関
す
る
定
義
を
お
く
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
（

）。
こ
れ
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
お
け
る
「
侵

略
」
に
つ
い
て
、
国
家
の
行
為
に
関
す
る
構
成
要
件
要
素
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
侵
略
行
為
」（
憲
章
第
三
九
条
）
と
同
様
、
第
一
次

的
に
は
、「
侵
略
」
も
安
保
理
に
認
定
さ
れ
る
、
と
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
起
草
理
由
か
ら
み
て
、
同
法
典
草
案
第
一
六

条
で
は
、
個
人
に
関
す
る
構
成
要
件
要
素
は
国
際
刑
事
裁
判
所
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
国
家
の
「
侵
略
」
と
い
う

構
成
要
件
要
素
は
、
第
一
次
的
に
は
、
安
保
理
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
当
該
認
定
が
「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人

処
罰
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
第
一
六
条
と
同
様
に
、
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
に
関
す

る
国
際
法
委
員
会
提
案
で
も
、
安
保
理
に
よ
っ
て
、
国
家
の
「
侵
略
」
と
い
う
構
成
要
件
要
素
は
、
第
一
次
的
に
は
、
安
保
理
に
よ
っ
て

認
定
さ
れ
る
こ
と
が
「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
同
提
案
で
は
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
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略
」
の
認
定
が
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
草
案
第
二
三
条
）。
こ

れ
に
対
し
、
個
人
に
関
す
る
構
成
要
件
要
素
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
国
際
刑
事
裁
判
所
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

な
ぜ
な
ら
、
同
条
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
に
お
い
て
、「
侵
略
の
計
画
や
遂
行
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
個
人
が
国
家
の
た
め
に
（

）
行
動
す
る
権
能
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
の
か
、
そ
の
結
果
、
当
該
個
人
を
起
訴
し
う
る
の
か
、
と
い
っ
た
重
要
な
事
項
は
、

国
際
刑
事
裁
判
所
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
（

）、
個
人
に
関
す
る
構
成
要
件
要
素
は
国
際
刑
事
裁
判
所
に
認
定

さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
国
際
法
委
員
会
提
案
に
お
い
て
、「
侵
略
」
は
「
侵
略
の
罪
」

の
構
成
要
件
要
素
で
あ
り
、
か
つ
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
と
な
る
国
家
の
行
為
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
た
と
い
え

よ
う
。

次
に
、
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
提
案
は
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄

権
行
使
の
条
件
と
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
」
の
定
義
を
お
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
安
保
理
に

よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
、「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
し
た
う
え
で
、
国
際
刑
事
裁
判
所
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認

定
を
通
じ
て
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
範
囲
を
法
的
に
適
正
な
範
囲
に
限
定
し
よ
う
と
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ

ま
り
、「
侵
略
」
は
、
国
家
の
「
侵
略
行
為
」
の
認
定
（
憲
章
第
三
九
条
）
と
同
様
、
安
保
理
に
認
定
さ
れ
た
う
え
で
、
個
人
に
関
す
る

構
成
要
件
要
素
と
同
様
、
構
成
要
件
上
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
、
国
際
刑
事
裁
判
所
に
も
認
定
さ
れ
る
、
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
み
て
、
ド
イ
ツ
・
グ
ル
ー
プ
提
案
に
お
い
て
も
、
国
際
法
委
員
会
提
案
と
同
様
、「
侵
略
」
は
「
侵
略
の
罪
」
の
構
成
要
件
要

素
で
あ
り
、
か
つ
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
と
な
る
国
家
の
行
為
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
、
非
同
盟
諸
国
提
案
に
お
い
て
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
定
義
の
な
か
に
「
侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
」
第
三
条
の
「
侵
略
」

の
定
義
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
「
侵
略
」
の
定
義
が
お
か
れ
て
い
た
が
、
同
決
議
は
、
国
家
の
「
侵
略
行
為
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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の
た
め
、
非
同
盟
諸
国
提
案
に
お
け
る
「
侵
略
」
も
国
家
の
行
為
で
あ
る
と
は
い
え
る
。
他
方
で
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
は

「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く

個
人
処
罰
に
関
す
る
規
定
と
憲
章
第
七
章
上
の
制
裁
に
関
す
る
規
定
と
の
抵
触
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
国
家
の
「
侵
略
行
為
」
が
安
保
理
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
る
（
憲
章
第
三
九
条
）
の
と
は
異
な
り
、
非
同
盟
諸
国
提
案
に
お
い

て
は
、
個
人
の
行
為
に
関
す
る
構
成
要
件
要
素
と
同
様
に
、「
侵
略
」
も
も
っ
ぱ
ら
国
際
刑
事
裁
判
所
が
認
定
す
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

但
し
、
非
同
盟
諸
国
か
ら
国
際
法
委
員
会
提
案
に
対
し
て
行
わ
れ
た
批
判
を
み
る
と
、
や
は
り
、
非
同
盟
諸
国
も
、
個
人
の
行
為
に
関

す
る
構
成
要
件
要
素
よ
り
も
、
国
家
の
「
侵
略
」
を
重
視
し
て
い
た
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国
際
法
委
員
会
提
案
に
対
し
て
は
、
非
同

盟
諸
国
か
ら
、
二
通
り
の
批
判
が
加
え
ら
れ
た
が
、
以
下
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
国
家
の
「
侵
略
」
行
為
を
第
一
次
的
に
は
安
保
理
が
認

定
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
の
批
判
は
、「
侵
略
」
を
第
一
次
的
に
は
安
保
理
が
認
定
す
る
こ
と
は

司
法
権
の
独
立
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
一
九
九
一
年
に
国
際
法
委
員
会
に
お

い
て
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
条
件
と
し
て
「
侵
略
の
罪
」
の
刑
事
訴
追
を
実
施
す
る
と
い
う
手
続
が
提
案
さ
れ
た
際
（

）、
ア

ル
・
バ
ハ
ー
ナ
（
バ
ー
レ
ー
ン
）
が
、
安
保
理
は
他
機
関
が
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
政
治
的
権
限
を
有
す
る
一
方
、
裁
判
所
は
司
法
的
権

限
を
有
す
る
司
法
機
関
で
あ
る
の
で
、
双
方
が
ま
っ
た
く
別
々
の
レ
ベ
ル
で
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
批
判
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
（

）。
ま
た
、
一
九
九
五
年
の
国
際
法
委
員
会
の
討
議
に
お
い
て
、
マ
ヒ
ュ
ー
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
）
も
、「
安
保
理
は
司
法
機
能
に
介
在
す

べ
き
で
は
な
い
」
と
批
判
し
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
（

）。
次
に
、
第
二
の
批
判
は
、「
侵
略
」
を
第
一
次
的
に
は
安
保
理
が
認
定
す
る
と
規

定
し
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
処
罰
を
安
保
理
の
裁
量
の
下
に
お
け
ば
、「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
る
「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く

処
罰
が
不
公
平
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
一
九
九
五
年
の
国
際
法
委
員
会
の
討
議
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に
お
い
て
、
ク
ラ
マ
ー
（
グ
ァ
テ
マ
ラ
）
が
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
す
る
と
「
大
国
は
拒
否
権
に

よ
り
保
護
さ
れ
、
小
国
の
処
罰
の
み
が
広
く
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
批
判
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（

）。
ま
た
、
ロ
ー
マ
会
議
に
お
い

て
、
チ
ュ
ク
リ
（
シ
リ
ア
）
が
、
安
保
理
に
お
い
て
常
任
理
事
国
が
有
す
る
拒
否
権
の
特
権
性
を
批
判
し
（

）、
さ
ら
に
、
シ
ャ
ー
ヘ
ン
（
リ

ビ
ア
）
が
、
安
保
理
の
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
問
題
を
批
判
し
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
（

）。
こ
の
よ
う
に
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」

の
認
定
を
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
す
る
と
、
司
法
権
の
独
立
を
害
す
る
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、「
侵
略
の
罪
」

に
基
づ
く
処
罰
が
不
公
平
に
な
る
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
批
判
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
の
「
侵
略
」
の
認
定
も
「
侵
略
の

罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
と
な
る
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
批
判
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
際
法
委
員
会
お
よ
び
ド
イ
ツ
・

グ
ル
ー
プ
と
同
様
、
非
同
盟
諸
国
も
、「
侵
略
」
が
「
侵
略
の
罪
」
の
構
成
要
件
要
素
で
あ
り
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前

提
と
な
る
国
家
の
行
為
で
あ
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
に
よ
り
、「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
は
、「
侵
略
」
を
焦
点
と
し
て
対
立
し
て
い
た
が
、「
侵
略
」
と
い
う
国
家
の
行
為
を
、

「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
と
な
る
構
成
要
件
要
素
と
す
る
、
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
一

九
九
九
年
の
国
際
刑
事
裁
判
所
準
備
委
員
会
に
お
い
て
「
侵
略
の
罪
」
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
提
案
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
に
お
い
て

も
、「
侵
略
」
と
い
う
国
家
の
行
為
が
「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
と
な
る
構
成
要
件
要
素
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

オ
プ
シ
ョ
ン
１
の
ヴ
ァ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
２
で
は
「
関
係
国
に
よ
る
武
力
攻
撃
（

）」

が
構
成
要
件
要
素
と
さ
れ
、
オ
プ
シ
ョ
ン
２
で
も
「
国
家
に
よ
る
侵
略
行
為
（

）」
が
構
成
要
件

要
素
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（

）。

こ
の
よ
う
な
「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
か
ら
み
て
、
国
家
の
「
侵
略
」
は
、「
侵
略
の
罪
」
と
い
う
「
国
際
犯
罪
」
の
構
成
要

件
要
素
で
あ
り
、「
国
際
犯
罪
」
に
基
づ
く
処
罰
の
前
提
と
な
る
、
と
い
う
法
的
性
質
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、「
侵
略
」
と

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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い
う
国
家
の
行
為
が
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
（

）で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
が
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、「
侵

略
」
と
い
う
国
家
の
行
為
が
「
侵
略
の
罪
」
の
構
成
要
件
要
素
と
な
り
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
と
な
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
が
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前

提
と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
、
プ
レ
が
「
国
家
を
代
表
し
て
（

）
行
動
し
た
個
人
に
刑
事
責
任
（

）
が
科
さ
れ
る
の
は
、
疑
い
な
く
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
経
て
（

）
科
さ

れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（

）。
こ
れ
は
、「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
の
よ
う
な
、
国
家
を
代
表
し
て
行
動
し

た
個
人
に
刑
事
責
任
を
科
す
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
に
該
当
す
る
国
家
の
行
為
が
存
在
す
る
こ
と
が
前
提

と
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
に
あ
る
通
り
、「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
は
「
国
家
の

国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
国
家
の
「
侵
略
」
は
「
侵
略
の
罪
」
の
構
成
要
件
要
素
と
な
り
、

「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
み
る
と
、「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
が
、

国
家
の
「
侵
略
」
を
「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
と
な
る
構
成
要
件
要
素
と
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い
た
の
は
、「
個
人

の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
が
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
国
家
の
「
侵
略
」
が
「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
で
あ
る
と
す
る
と
、
国
家
の
「
侵
略
」
を
伴
わ
な
い

場
合
、
個
人
の
「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
処
罰
は
行
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て

の
法
典
草
案
」
中
に
規
定
す
る
「
侵
略
の
罪
」
の
起
草
過
程
に
お
い
て
は
、
国
家
の
「
侵
略
」
を
伴
わ
な
い
場
合
で
も
、
個
人
の
「
侵
略

の
罪
」
に
基
づ
く
処
罰
を
行
え
る
よ
う
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
カ
バ
チ
（
ウ
ガ

ン
ダ
）
や
ロ
ビ
ン
ソ
ン
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
）
と
い
っ
た
委
員
達
が
、
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
た
こ
と
ま
で
要
件
と
す
る
と
、
国
家
が
「
侵
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略
」
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
に
私
人
の
集
団
が
他
国
に
侵
攻
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
指
導
者
や
組
織
者
は
処
罰
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

が
、
そ
れ
は
不
都
合
で
あ
る
、
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
（

）。
こ
の
批
判
は
、
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
私
人
の
集
団

が
他
国
に
侵
攻
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該
侵
攻
に
よ
っ
て
国
家
の
「
侵
略
」
と
同
様
の
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
理

解
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
場
合
の
集
団
の
指
導
者
や
組
織
者
は
「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
と
し
て
処
罰
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
主
張
し
た
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
の
私
人
の
行
為
は
、
ま
ず
、
国
内
法
で
対
処
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
に
対
し
、
国

家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
た
場
合
の
個
人
の
行
為
が
国
内
法
で
対
処
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
処
罰
の
必
要
性
の
観
点

か
ら
み
て
、
前
者
の
行
為
と
後
者
の
行
為
は
区
別
さ
れ
う
る
（

）。
そ
の
う
え
、
理
論
的
に
も
、
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
の

私
人
の
行
為
は
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
お
ら
ず
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前

提
と
す
る
場
合
の
個
人
の
行
為
と
は
区
別
さ
れ
る
と
い
え
る
。
実
際
に
、
国
際
法
委
員
会
の
大
勢
は
、
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
て
い
な

い
場
合
に
は
、
私
人
の
集
団
に
よ
る
行
為
は
国
内
刑
法
に
よ
り
対
処
す
べ
き
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合
の
私
人
の
集
団
の
指
導
者
や
組

織
者
を
「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
に
含
め
る
必
要
は
な
い
と
主
張
し
た
（

）。
こ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
の
私
人
の
集
団
の
行
為
が
、
事
実
上
、

当
該
行
為
に
よ
っ
て
国
家
の
「
侵
略
」
と
同
様
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
も
、
法
的
に
は
、
当
該
行
為
は
「
侵
略
の
罪
」
と
い
う

「
国
際
犯
罪
」
と
し
て
対
処
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
国
内
法
に
よ
っ
て
対
処
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
（

）。
実
際
に
、

「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
第
一
六
条
を
み
る
と
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
処
罰
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
（

）。

国
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
侵
略
の
計
画
、
準
備
、
着
手
又
は
遂
行
に
、
指
導
者
又
は
組
織
者
と
し
て
積
極
的
に
関
与
し
又
は
こ
れ

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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を
命
令
し
た
も
の
は
、
侵
略
の
罪
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
。

こ
の
規
定
か
ら
は
、
個
人
が
「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
と
な
り
う
る
た
め
の
第
一
の
要
件
は
、
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

第
二
の
要
件
は
、
個
人
が
、「
侵
略
の
計
画
、
準
備
、
着
手
又
は
遂
行
に
、
指
導
者
又
は
組
織
者
と
し
て
積
極
的
に
関
与
し
又
は
こ
れ
を

命
令
し
た
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
個
人
が
国
家
に
「
侵
略
」
を
行
わ
せ
た
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
規
定
は
、「
侵
略

の
罪
」
に
基
づ
く
処
罰
が
行
わ
れ
る
場
合
を
、
国
家
の
「
侵
略
」
が
行
わ
れ
た
場
合
、
す
な
わ
ち
、
国
内
法
で
個
人
が
処
罰
さ
れ
え
な
い

場
合
の
み
に
限
定
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
第
一
六
条
、
お
よ
び
同
条
に
関
す
る
議
論
か
ら
み
て
も
、

「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
は
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
た
場
合
の
個
人
に
限
定
さ
れ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
て

い
な
い
場
合
の
個
人
が
行
う
行
為
は
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
い
る
「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て

の
「
侵
略
の
罪
」
の
実
行
行
為
と
は
い
え
な
い
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
も
、「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の

「
侵
略
の
罪
」
は
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
個
人
の
国
際
犯

罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
が
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、「
侵
略
の
罪
」
に
関
す

る
諸
提
案
は
、「
侵
略
」
と
い
う
国
家
の
行
為
を
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
と
な
る
構
成
要
件
要
素
と
す
る
、
と
い
う

点
で
は
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
が
国
家
の
「
侵
略
」
を
焦
点
と
し
て
対
立
し
、

「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
が
凍
結
さ
れ
て
い
る
の
は
（
ロ
ー
マ
条
約
第
五
条
２
項
）、「
個
人
の
国

際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
が
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
に
、
国
家
の
「
侵
略
」
が

個
人
の
「
侵
略
の
罪
」
の
構
成
要
件
要
素
と
さ
れ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

立
命
館
法
学

二
〇
〇
一
年
四
号
（
二
七
八
号
）

一
一
八
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（
一
八
二
）



（
３
）

（
４
）

（
５
）
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
数
ヶ
国
が
非
公
式
協
議
を
重
ね
た
こ
と
に
つ
い
て
、

“

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（

）

（

）

な
お
、
カ
ッ
コ
内
は
、
提
案
時
よ
り
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

（

）
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
を
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権
行
使
の
条
件
と
す
る
場
合
、「
武
力
行
使
」
に
つ
き
、
安
保
理
が
憲
章
第
三
九
条
上
の
「
侵
略

行
為
」
に
該
当
す
る
と
認
定
す
る
だ
け
で
、「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
が
開
始
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
別
途
、
管
轄
権
行
使
を
開
始

す
る
た
め
の
「
侵
略
」
の
認
定
が
必
要
な
の
か
、
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
。

（

）
例
え
ば
、
一
九
八
四
年
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
「
同
国
に
対
し
現
在
行
わ
れ
て
い
る
侵
略
行
為
の
激
化
」
に
関
す
る
問
題
を
国
際
司
法
裁
判
所
に
付
託
し
、
同
裁
判
所
は

管
轄
権
を
認
め
、
そ
の
行
為
の
違
法
性
を
認
め
る
判
決
を
下
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
、
同
じ
事
件
が
付
託
さ
れ
た
安
保
理
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
関
連
す
る
決
議
案

が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
拒
否
権
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
憲
章
第
三
九
条
参
照
）。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
に
つ
い
て
も
、
安
保
理
に
付
託
さ
れ
た
非
難
決
議
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
拒
否
権
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）

一
一
八
一
（
一
八
三
）



さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
パ
ナ
マ
侵
攻
に
つ
い
て
も
、
安
保

理
に
付
託
さ
れ
た
即
時
停
止
要
求
決
議
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
拒
否
権
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。

（

）

（

）

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
お
よ
び
パ
ナ
マ
侵
攻
に
つ
い
て
は
、
後
に
総
会
に

お
い
て
圧
倒
的
多
数
に
よ
り
非
難
決
議
が
採
択
さ
れ
た
よ
う
に
、
法
的
に
は
「
侵
略
」
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
の
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
の
際
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
「
領
域

の
継
続
的
侵
害
」
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
は
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

（

）
常
任
理
事
国
以
外
の
諸
国
の
「
武
力
行
使
」
に
つ
い
て
、
政
治
的
な
理
由
か
ら
安
保
理
に
よ
っ
て
「
侵
略
」
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
危
険
性
を
示
す
事
例
と
し
て
、

例
え
ば
、
安
保
理
に
よ
っ
て
憲
章
第
三
九
条
違
反
の
認
定
が
行
な
わ
れ
た
リ
ビ
ア
に
よ
る
航
空
機
爆
破
に
対
す
る
安
保
理
決
議
七
四
八
、
お
よ
び
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争

の
際
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
「
領
域
の
継
続
的
侵
害
」
を
認
定
し
な
い
ま
ま
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
の
行
為
に
つ
い
て
の
み
「
平
和
の
破
壊
」
に
対
す
る
認
定
が
行
わ
れ
た
安

保
理
決
議
五
〇
二
、
参
照
。

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

“

（

）
大
塚
仁
『
刑
法
概
説
（
総
論
）（
改
訂
版
）』
五
四
頁
（
一
九
八
六
年
）、
参
照
。

（

）
別
表
、
お
よ
び
一
九
九
九
年
の
国
際
刑
事
裁
判
所
準
備
委
員
会
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
、
参
照
。

（

）
大
塚
仁
、
前
掲
注
二
〇
、
五
四
｜
五
五
頁
、
参
照
。

（

）

（

）

（

）
立
命
館
法
学
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（

）

（

）

こ
の
時
点
で
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
に
つ
い
て
独
立
し
て
議
論
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、

国
際
刑
事
裁
判
手
続
も
、「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
討
議
さ
れ
て
い
た
。

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

学
説
上
も
、
同
決
議
は
、
安
保
理
に
よ
る
「
侵
略
」
の
認
定
の
単
な
る
指
針
を
示
す
も
の
に

す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

（

）
藤
田
久
一
『
国
連
法
』
一
八
二
頁
（
一
九
九
八
年
）、
参
照
。

（

）

（

）

（

）

（

）

東
泰
介
、「
国
連
安
全
保
障
理
事
会
と
「
侵
略
の
定
義
」」『
国
際
法
の
新
展
開
・
太
寿
堂
鼎
先
生
還
暦
記

念
』
三
六
五
｜
三
六
六
頁
（
林
久
茂
、
山
手
治
之
、
香
西
茂
編
、
一
九
八
九
年
）、
参
照
。

（

）
藤
田
久
一
「「
侵
略
の
罪
」
考
（
そ
の
１
）」『
神
戸
法
学
雑
誌
』
四
九
巻
三
号
三
四
四
頁
（
二
〇
〇
〇
年
）、
参
照
。

（

）

（

）

（

）

（

）
東
泰
介
、
前
掲
注
三
七
、
三
六
五
｜
三
六
六
頁
、
参
照
。

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）

一
一
八
三
（
一
八
五
）



（

）

（

）

（

）
但
し
、「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
の
起
草
過
程
の
初
期
に
お
い
て
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
の
範
囲
を
「
国
家
の
当
局
」
の

一
員
ま
た
は
国
家
機
関
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
提
案
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
、
第
二
章
第
２
節
参
照
。

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

国
家
責
任
条
文
草
案
第
一
九
条
３
項
（

）、
参
照
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
に
関
す
る
規
定
に
言
及
す
る
便
宜
上
、「
国
家
責
任
条
文
草

案
」
と
は
、
第
一
読
終
了
時
（
一
九
九
六
年
）
の
も
の
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

（

）

“

（

）

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
彼
ら
は
、
傭
兵
集
団
等
が
国
家
の
軍
隊
の
一
部
と
し
て
で
は

な
く
「
侵
略
」
を
行
っ
た
場
合
を
も
カ
バ
ー
す
る
プ
レ
の
提
案
を
支
持
し
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
主
張
か
ら
、
ロ
ー
マ
会
議
に
お
い
て
コ

モ
ロ
お
よ
び
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
は
、「
傭
兵
制
度
（

）
の
罪
」
を
提
案
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
安
藤
泰
子
「
国
際
刑
事
裁
判
所
設
立
の
た
め
の
ロ
ー
マ
会
議

に
お
け
る
各
国
の
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
見
解
」『
関
東
学
院
法
学
』
二
一
七
｜
二
一
八
頁
（
二
〇
〇
〇
年
）、
参
照
。

（

）
こ
の
点
、
国
内
法
に
よ
る
対
処
が
不
可
能
な
場
合
に
は
、
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
の
私
人
の
行
為
も
国
際
刑
事
裁
判
所
で
処
罰
す
べ
き
と
も
考
え

立
命
館
法
学

二
〇
〇
一
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ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
た
場
合
の
「
国
際
犯
罪
」、
す
な
わ
ち
、「
侵
略
の
罪
」
と
は
別
の
種
類
の
「
国
際
犯
罪
」
と
し
て
処
罰

す
る
方
が
合
理
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（

）

（

）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
テ
ィ
ア
ム
は
、
一
九
八
五
年
の
第
三
報
告
書
に
お
い
て
、
同
法
典
草
案
の
対
象
と
な
る
「
侵
略
」
の
よ
う
な
国
家
の
独
立
、
安
全
ま
た
は
領
土

保
全
を
侵
犯
す
る
行
為
が
可
能
な
の
は
国
家
の
み
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
た
。

（

）

第
二
章

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
の
特
異
性

第
一
節

個
人
の
行
為
を
前
提
と
す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
及
び
「
戦
争
犯
罪
」

ロ
ー
マ
条
約
第
五
条
２
項
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
を
凍
結
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
お
よ
び
「
戦
争
犯
罪
」
に
対
す
る
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
は
、
凍
結
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
う
ち
、「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
が
凍
結
さ
れ
て
き
た
原
因
は
、「
侵
略
の

罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
が
国
家
の
「
侵
略
」
を
焦
点
と
し
て
対
立
し
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
逆
に
、

「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
等
に
対
す
る
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
が
凍
結
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
国
家
の
行
為
と
し
て
の

「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
お
よ
び
「
戦
争
犯
罪
」
を
焦
点
と
す
る
対
立
が
生
じ
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
も

考
え
ら
れ
る
。
は
た
し
て
、「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
お
よ
び
「
戦
争
犯
罪
」

は
、
国
家
の
行
為
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
お
よ
び
「
戦
争
犯
罪
」
を
前
提
と
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た

め
に
、
こ
れ
ら
の
国
家
の
行
為
が
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
等
の
構
成
要
件
要
素
と
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
逆
に
い
え
ば
、「
個
人

の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
は
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
特
異
性
を
有
し
て
い

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）

一
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八
五
（
一
八
七
）



る
と
い
え
、
こ
の
特
異
性
こ
そ
が
、
国
家
の
「
侵
略
」
を
焦
点
と
す
る
対
立
の
原
因
で
あ
り
、
個
人
の
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
管
轄
権

行
使
が
凍
結
さ
れ
た
原
因
で
あ
る
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
国
家
の
行
為
を
構
成
要
件
要
素
と
す
る
こ
と
に
関
し
て
行

わ
れ
た
議
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
の
構
成
要
件
を
規
定
し
て
い
る
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
二
条
を
受
け
継
い
で
い

る
。
そ
こ
で
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
起
草
過
程
で
は
、
国
家
の
行
為
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
扱
う

こ
と
に
し
た
の
か
と
い
う
点
か
ら
検
討
す
る
。「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
は
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
が
属
す
る
犯
罪
と
し
て
名
づ

け
ら
れ
こ
と
か
ら
み
て
も
（

）、
そ
の
実
行
行
為
が
国
家
権
力
を
利
用
し
て
行
わ
れ
、
国
家
の
行
為
と
し
て
評
価
さ
れ
る
場
合
も
多
い
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
起
草
過
程
に
お
い
て
は
、
個
人
の
行
為
を
前
提
と
す
る
犯
罪
の
み
な
ら
ず
、
国
家
の
行
為

と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
を
構
成
要
件
要
素
と
す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
に
つ
い
て
も
明
示
し
よ
う
と
す
る
主
張
も
あ
っ
た
。

実
際
に
は
、
一
九
四
六
年
の
国
連
第
六
委
員
会
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
代
表
が
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
「
国
家
お
よ
び
個
人
が
責
任
を
問
わ

れ
る
国
際
犯
罪
」
と
し
て
宣
言
す
る
こ
と
を
総
会
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
（

）。
こ
れ
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
が
、
個
人

の
行
為
を
前
提
と
し
て
「
個
人
が
責
任
を
問
わ
れ
る
」
場
合
と
、
国
家
の
行
為
を
前
提
と
し
て
「
国
家
が
責
任
を
問
わ
れ
る
」
場
合
を
含

む
「
国
際
犯
罪
」
で
あ
る
と
宣
言
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
の
う
ち
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
が
個
人
の
行
為

を
前
提
と
し
て
「
個
人
が
責
任
を
問
わ
れ
る
」
場
合
を
含
む
「
国
際
犯
罪
」
で
あ
る
と
宣
言
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
反
対
が
無
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
が
国
家
の
行
為
を
前
提
と
し
て
「
国
家
が
責
任
を
問
わ
れ
る
」
場
合
を
含
む
「
国
際
犯
罪
」
で
あ

る
と
宣
言
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
家
処
罰
の
必
要
性
を
宣
言
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
が
反
対
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
を
個
人
が
身
分
に
か
か
わ
ら
ず
処
罰
さ
れ
る
べ
き
「
国
際
犯
罪
」
と
し
て
宣
言
す
る
提
案
を
行
っ

た
の
で
あ
る
（

）。
こ
れ
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
が
個
人
の
行
為
を
前
提
と
す
る
「
国
際
犯
罪
」
で
あ
る
た
め
、
そ
の
行
為
者
個
人
を
身
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分
に
か
か
わ
ら
ず
処
罰
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
の
み
を
宣
言
す
る
、
と
い
う
提
案
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
が

国
家
の
行
為
を
前
提
と
す
る
か
ど
う
か
、
国
家
の
処
罰
が
必
要
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
宣
言
し
な
い
、
と
い
う
提
案
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
代
表
の
提
案
に
基
づ
い
て
、
国
連
総
会
決
議
九
六

は
作
成
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
（

）。

「
総
会
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
文
明
社
会
に
よ
っ
て
罪
悪
と
認
め
ら
れ
る
国
際
法
上
の
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
犯
罪
の

主
犯
お
よ
び
共
犯
者
が
私
人
、
公
務
員
又
は
政
治
家
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
ま
た
犯
罪
が
宗
教
的
、
人
種
的
、
政
治
的
又
は
そ
の
他

の
動
機
に
よ
り
犯
さ
れ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
」

こ
の
よ
う
に
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
が
国
家
の
行
為
を
前
提
と
し
て
「
国
家
が
責
任
を
問
わ
れ
る
」
場
合
を
含
む
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
宣
言
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
個
人
の
個
別
の
行
為
の
み
を
実
行
行
為
と
す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
の
み
を
規
定
し
、
国
家
の

行
為
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
を
構
成
要
件
要
素
と
す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
に
つ
い
て
は
規
定
し
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

但
し
、
一
九
四
七
年
に
作
成
さ
れ
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
起
草
の
た
た
き
台
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
事
務
総
長
草
案
の
第
九
条
に

は
、
以
下
の
よ
う
に
、
国
家
の
行
為
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
を
構
成
要
件
要
素
と
す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
に
つ
い
て
の
規

定
が
含
ま
れ
て
い
た
（

）。

締
約
国
は
こ
の
条
約
上
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
を
犯
し
た
す
べ
て
の
者
を
以
下
の
場
合
に
国
際
裁
判
所
の
審
理
に
付
す
こ
と
を
誓
約
す

る
。

１．
第
七
条
の
下
で
締
約
国
自
身
が
犯
罪
者
を
裁
判
に
か
け
る
意
思
が
な
い
場
合
、
又
は
第
八
条
に
基
づ
く
引
渡
し
を
許
可
す
る
意

思
が
な
い
場
合

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
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２．
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
行
為
が
国
家
の
機
関
と
し
て
行
動
す
る
個
人
に
よ
り
犯
さ
れ
た
場
合
、
又
は
国
家
の
支
持
も
し
く
は
黙
認
の

下
で
行
わ
れ
た
場
合

こ
の
草
案
で
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
が
「
国
家
の
機
関
と
し
て
行
動
す
る
個
人
に
よ
り
犯
さ
れ
た
場
合
、
又
は
国
家
の
支
持
も
し
く

は
黙
認
の
下
で
行
わ
れ
た
場
合
」、
す
な
わ
ち
、
国
家
の
行
為
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
と
、
個
人
の
行
為
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
罪
」
と
が
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
前
者
の
場
合
に
は
常
に
国
際
裁
判
所
の
審
理
に
付
さ
れ
る
が
、
後
者
の
場
合
に
は

「
引
渡
か
訴
追
か
」
の
原
則
に
従
う
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（

）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
草
案
上
は
、
国
家
の
行
為
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

罪
」
を
構
成
要
件
要
素
と
す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
に
つ
い
て
も
明
示
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
国
家
の
行
為
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
を
構
成
要
件
要
素
と
す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
は
常
に
国
際
裁
判
所
の
審

理
に
付
さ
れ
る
と
い
う
第
九
条
２
項
の
規
定
に
関
し
て
は
、
旧
ソ
連
を
中
心
と
し
て
、
国
家
主
権
の
原
則
に
反
す
る
と
い
う
批
判
が
加
え

ら
れ
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
で
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
（

）。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
を
「
国
家
の
機
関
と
し
て
行

動
す
る
個
人
に
よ
り
犯
さ
れ
た
場
合
、
又
は
国
家
の
支
持
も
し
く
は
黙
認
の
下
で
行
わ
れ
た
場
合
」
と
そ
う
で
は
な
い
場
合
に
二
分
す
る

見
解
も
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
個
人
の
行
為
を
前
提
と
す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
が
「
引
渡
か
訴
追
か
」
の

原
則
に
従
っ
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
を
構
成
要
件
上
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
批
判
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
最
終
的
に
採
択
さ
れ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
二
条
、
お
よ
び
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
は
、
個
人
の
行
為

を
前
提
と
し
て
、
個
人
を
処
罰
す
る
こ
と
だ
け
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
個
人
が
国
家
機
関
な
の
か
、
単
な
る
私
人
な
の
か
に
つ
い
て

は
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条

は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
二
条

と
同
様
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て

い
る
。
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こ
の
規
定
の
適
用
上
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
と
は
、
国
民
的
、
民
族
的
、
人
種
的
ま
た
は
宗
教
的
な
集
団
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
破

壊
す
る
意
図
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
次
の
い
ず
れ
か
の
行
為
を
い
う
。

集
団
の
構
成
員
を
殺
す
こ
と

こ
こ
で
は
、
個
人
が
「
国
民
的
、
民
族
的
、
人
種
的
ま
た
は
宗
教
的
な
集
団
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
破
壊
す
る
意
図
を
も
っ
て
」「
集
団

の
構
成
員
を
殺
す
」
場
合
に
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
が
成
立
し
う
る
こ
と
し
か
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
構
成
要
件

上
は
、
個
人
の
行
為
を
前
提
と
す
る
個
人
処
罰
だ
け
が
規
定
さ
れ
、
国
家
の
行
為
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
を
構
成
要
件
要
素
と

す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
家
の
行
為
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
が

な
く
て
も
個
人
が
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
の
実
行
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
そ
の
構
成
要
件
に
お
い
て
は
個
人
処
罰
の
前
提
と

な
る
個
人
の
行
為
の
み
を
規
定
す
れ
ば
足
り
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
国
連
総
会
決
議
九
六
（

）、

事
務
総
長
草
案
第
九
条
お
よ
び
そ
の
後
の
議
論
に
お
い
て
、
個
人
の
行
為
を
前
提
と
す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
に
つ
い
て
は
批
判
が
な

か
っ
た
の
に
対
し
、
国
家
の
行
為
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
を
構
成
要
件
要
素
と
す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
に
つ
い
て
も
明
示

す
る
主
張
に
つ
い
て
は
批
判
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
の
構
成
要
件
上
は
、
個
人
の
行
為
を
前
提
と
す
る
個
人

処
罰
だ
け
が
規
定
さ
れ
、
そ
の
実
行
行
為
が
国
家
の
行
為
と
し
て
評
価
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

但
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
ま
た
は
ロ
ー
マ
条
約
に
お
い
て
も
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
の
実
行
行
為
に
該
当
す
る
個
人
の
行
為
に
、

そ
の
行
為
が
国
家
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
国
家
の
行
為
と
し
て
も
評
価
さ
れ
る
場
合
が
含
ま
れ
う
る
こ
と
ま
で
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
当
該
国
家
に
生
じ
る
は
ず
の
国
家
責
任
に
つ
い
て
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用

事
件
判
決
が
、
以
下
の
よ
う
に
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（

）。

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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「
裁
判
所
は
、
第
九
条
に
い
う
『
集
団
殺
害
ま
た
は
第
三
条
に
列
挙
さ
れ
た
他
の
行
為
の
い
ず
れ
か
』
と
い
う
規
定
は
い
ず
れ
の
形

態
の
国
家
責
任
も
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
国
家
機
関
の
行
為
に
対
す
る
国
家
責
任
が
、『
統
治
者
』
ま
た
は

『
公
務
員
』
に
よ
る
集
団
殺
害
行
為
に
つ
い
て
定
め
た
第
四
条
に
よ
っ
て
、
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
」。

こ
の
判
決
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
の
実
行
行
為
が
国
家
機
関
と
し
て
行
為
し
て
い
る
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
場

合
に
は
、
そ
の
行
為
が
国
家
の
行
為
と
し
て
も
評
価
さ
れ
、
当
該
国
家
に
国
家
責
任
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
排
除
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
の
実
行
行
為
に
該
当
す
る
個
人
の
行
為
に
は
、
そ
の
行
為
が
国
家
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
国
家

の
行
為
と
し
て
も
評
価
さ
れ
る
場
合
も
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
判
決
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
の
実
行
行
為
に
該
当
す

る
行
為
が
国
家
の
行
為
と
し
て
評
価
さ
れ
、
国
家
責
任
を
生
じ
る
場
合
が
「
排
除
さ
れ
て
い
な
い
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
判
決
も
、
常
に
国
家
責
任
が
発
生
し
う
る
と
は
判
示
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
判
決
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
が
行
わ
れ
る

場
合
、
例
外
的
に
は
国
家
も
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
を
行
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
え
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
場
合
に
は
国
家
責
任
が
発
生
す

る
こ
と
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
判
決
も
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
は
、
個
人
の
行
為
が
処
罰
の
前
提
で
あ

り
、
国
家
の
行
為
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
が
そ
の
前
提
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
お
よ
び
「
戦
争
犯
罪
」
に
つ
い
て
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
と
異
な
り
、
国
家
の
行
為
を
構
成
要
件
要

素
と
す
べ
き
か
ど
う
か
自
体
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
と
異
な
り
、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
お
よ
び
「
戦
争

犯
罪
」
の
構
成
要
件
上
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
行
行
為
が
国
家
の
行
為
の
存
在
す
る
場
合
に
行
わ
れ
よ
う
が
、
存
在
し
な
い
場
合
に
行
わ
れ

よ
う
が
、
個
人
の
行
為
を
処
罰
の
前
提
と
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
反
政

府
軍
や
傭
兵
集
団
、
ま
た
は
政
府
の
命
令
違
反
の
行
動
を
行
っ
て
い
る
政
府
軍
等
に
よ
っ
て
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
ま
た
は
「
戦
争
犯

立
命
館
法
学

二
〇
〇
一
年
四
号
（
二
七
八
号
）

一
一
九
〇
（
一
九
二
）



罪
」
が
行
わ
れ
、
組
織
性
・
大
規
模
性
を
備
え
て
い
る
場
合
に
は
、
国
家
は
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、「
人
道
に
対
す
る
罪
」

ま
た
は
「
戦
争
犯
罪
」
と
し
て
国
際
刑
事
裁
判
所
で
審
理
・
処
罰
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
個
人
の
行
為
を
構
成
要
件
上
の
前
提

と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
逆
に
、
反
政
府
軍
や
傭
兵
集
団
、
ま
た
は
政
府
の
命
令

違
反
の
行
動
を
行
っ
て
い
る
政
府
軍
等
に
よ
っ
て
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
ま
た
は
「
戦
争
犯
罪
」
が
行
わ
れ
て
も
、
組
織
性
・
大
規
模
性

を
備
え
て
い
な
い
場
合
に
は
、
国
内
裁
判
所
で
審
理
処
罰
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
お
よ
び
「
戦
争
犯
罪
」
の
特
徴
か
ら
、
一
方
で
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
で
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
組
織
性
・

大
規
模
性
の
要
件
が
、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
ま
た
は
「
戦
争
犯
罪
」
に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
お
よ
び
第
八
条
に
は
規
定
さ
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
（

）。
他
方
で
、
そ
の
特
徴
か
ら
、
国
家
の
行
為
を
構
成
要
件
要
素
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
自
体
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
議
論
な
く
、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
ま
た
は
「
戦
争
犯
罪
」
に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
お
よ

び
第
八
条
上
、
個
人
の
行
為
を
前
提
と
す
る
個
人
処
罰
だ
け
が
規
定
さ
れ
、
国
家
の
行
為
は
構
成
要
件
要
素
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

但
し
、
ロ
ー
マ
条
約
に
お
い
て
も
、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
お
よ
び
「
戦
争
犯
罪
」
の
実
行
行
為
に
該
当
す
る
個
人
の
行
為
に
、
そ
の

行
為
が
国
家
権
力
を
利
用
し
て
行
わ
れ
、
国
家
の
行
為
と
し
て
も
評
価
さ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
う
る
こ
と
ま
で
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
こ
と
は
、
武
力
紛
争
に
国
家
機
関
が
継
続
的
に
関
与
し
た
場
合
に
つ
き
、
タ
ジ
ッ
チ
事
件
判
決
が
「
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ

共
和
国
に
お
け
る
武
力
紛
争
に
対
す
る
ユ
ー
ゴ
連
邦
共
和
国
（
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
）
に
よ
る
継
続
的
且
つ
間
接
的
な
関
与
は
、

国
家
責
任
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
」
（

）と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
国
家
機
関
が
継
続
的
に
関
与
し
た
武

力
紛
争
の
一
環
と
し
て
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
ま
た
は
「
戦
争
犯
罪
」
を
構
成
す
る
行
為
が
行
わ
れ
た
、
と
い
う
例
外
的
な
場
合
に
は
、

そ
の
行
為
が
国
家
の
行
為
と
し
て
も
評
価
さ
れ
、
当
該
国
家
に
国
家
責
任
が
発
生
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
ま
た
は
「
戦
争
犯
罪
」
の
実
行
行
為
に
該
当
す
る
個
人
の
行
為
に
は
、
そ
の
行
為
が
国
家
権
力
を

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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利
用
し
て
行
わ
れ
、
国
家
の
行
為
と
し
て
も
評
価
さ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
判
決
は
、「
人
道
に
対
す
る

罪
」
ま
た
は
「
戦
争
犯
罪
」
の
実
行
行
為
に
該
当
す
る
行
為
が
国
家
の
行
為
と
し
て
も
評
価
さ
れ
、「
国
家
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
」
場
合

が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
決
も
、
常
に
国
家
責
任
が
発
生
し
う
る
と
は
判
示
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の

判
決
も
、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
ま
た
は
「
戦
争
犯
罪
」
が
行
わ
れ
る
場
合
、
例
外
的
に
は
国
家
も
そ
の
行
為
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
あ

り
え
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
場
合
に
は
国
家
責
任
が
発
生
し
う
る
こ
と
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
判
決
も
、

「
人
道
に
対
す
る
罪
」
ま
た
は
「
戦
争
犯
罪
」
の
構
成
要
件
と
同
様
に
、
個
人
の
行
為
が
処
罰
の
前
提
で
あ
り
、
国
家
の
行
為
が
そ
の
前

提
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
お
よ
び
「
戦
争
犯
罪
」
に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま

で
に
お
い
て
、
国
家
の
行
為
は
、
個
人
処
罰
の
前
提
と
な
る
構
成
要
件
要
素
と
し
て
規
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
犯
罪

が
、
個
人
の
行
為
を
前
提
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」

は
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、「
侵
略
」
と
い
う
国
家
の
行
為
が
「
侵
略
の
罪
」

の
構
成
要
件
要
素
で
あ
る
と
さ
れ
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し

て
の
「
侵
略
の
罪
」
は
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
個
人
の
行
為
を
前
提
と
す
る
他
の

犯
罪
に
は
な
い
特
異
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
侵
略
の
罪
」
は
、
国
家
の
「
侵
略
」
自
体
が
「
国
際
犯
罪
」
で
あ

る
う
え
「
侵
略
の
罪
」
の
前
提
で
も
あ
る
と
い
う
特
異
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
国
家
の
「
侵
略
」
の
認
定
お
よ
び
定
義
を
め

ぐ
っ
て
激
し
く
各
国
間
の
政
治
的
利
害
が
対
立
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、「
侵
略
の
罪
」
の
特
異
性
こ
そ
が
、
ロ
ー

マ
条
約
上
、「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
の
み
が
凍
結
さ
れ
て
い
る
原
因
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
原
因
に
関
し
て
は
、
ロ
ゼ
ン
ヌ
が
「「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
は
特
別
な
性
質
を
有
し
、
そ
の
た
め
「
侵
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略
の
罪
」
に
基
づ
く
処
罰
を
行
う
た
め
の
諸
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（

）。
こ
の
見
解
の
い
う
「
特
別
な
性
質
」
と
は
、

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
が
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
性
質
を
指

し
、
未
解
決
の
「
諸
問
題
」
と
は
、
国
家
の
「
侵
略
」
を
焦
点
と
す
る
、「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
に
お
け
る
対
立
点
を
指
し
て

い
る
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
ロ
ゼ
ン
ヌ
も
、「
侵
略
の
罪
」
に
対
し
て
国
際
刑
事
裁
判
所
が
管
轄
権
を
行
使
す
る
に
は
、「
国
家
の

国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
特
異
性
に
伴
う
諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
未
解
決
で
あ
る
、

と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
が
、「
侵
略
の
罪
」
に
対
し
て
の
み
凍
結
さ
れ
、

「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
お
よ
び
「
戦
争
犯
罪
」
に
対
し
て
は
凍
結
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
法
的
に
、「
個
人
の
国

際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
が
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
特
異
性
を
有
し
て
い
る
か

ら
で
あ
り
、
単
な
る
手
続
上
、
各
国
間
の
政
治
的
利
害
が
調
整
困
難
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
節

国
家
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
す
る
個
人
の
「
侵
略
の
罪
」
と
国
家
の
刑
事
責
任
と
の
関
係

第
一
章
の
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
い
る
「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し

て
の
「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
は
、
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
た
場
合
の
個
人
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
学
説
上
は
、

「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
の
要
件
と
し
て
、
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
で
あ
る
こ
と
も
要
求
す
る
も
の
も
の
ま
で
存
在
す
る
。
こ
の

よ
う
な
学
説
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
に
つ
い
て
、
個
人
に
対
す
る
刑
事
責
任
で
あ
る
と
同
時
に
国
家
に
対
す
る
刑
事
責

任
で
も
あ
る
と
主
張
す
る
。
例
え
ば
、
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
と
ワ
ッ
ツ
は
、「
戦
争
に
関
す
る
法
の
違
反
に
基
づ
く
個
人
の
刑
事
責
任
が
国
際

法
の
一
部
と
し
て
普
遍
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
違
法
行
為
が
、
通
例
、
私
的
目
的
を
追
及
し
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

国
家
を
代
表
し
て
ま
た
は
国
家
の
機
関
と
し
て
行
わ
れ
る
た
め
、
国
家
の
刑
事
責
任
が
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
例
証
と
な
る
」
と
述
べ

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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て
い
る
（

）。
こ
れ
は
、
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
の
行
為
に
よ
っ
て
「
侵
略
の
罪
」
が
実
行
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
当
該
個
人
を

処
罰
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
国
家
の
刑
事
責
任
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
「
例
証
と
な
る
」
と
主
張
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
学
説
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
に
つ
い
て
、
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主

張
し
て
お
り
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
に
つ
い
て
、
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
が
処
罰
さ
れ
る
の
が
そ
の
効
果
で
あ

り
、
こ
れ
は
国
家
に
対
す
る
刑
事
責
任
で
も
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
主

体
に
つ
い
て
、
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
侵
略
の

罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
に
つ
い
て
、
個
人
に
対
す
る
刑
事
責
任
で
あ
る
と
同
時
に
国
家
に
対
す
る
刑
事
責
任
で
も
あ
る
の
か
、
と
い
う

問
題
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
に
つ
い
て
、
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
点
を
検
討
す
る
。

こ
の
問
題
は
、
過
去
の
事
例
か
ら
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
侵
略
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
処
罰
が
実
現
し
た

と
い
え
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
処
罰
に
お
い
て

は
、
個
人
の
行
為
の
構
成
要
件
該
当
性
の
み
が
審
理
さ
れ
、
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
た
だ
け
で
当
該
個
人
が
処
罰
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
（

）。
つ
ま

り
、「
平
和
に
対
す
る
罪
」
を
実
行
し
た
個
人
が
、
枢
軸
国
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
、
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

て
審
理
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（

）。
そ
の
た
め
、
こ
の
事
例
に
よ
っ
て
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
に
つ
い
て
、
国
家
の
代
表
者
ま
た
は

国
家
機
関
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
理
論
的
に
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
を
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に
限
定
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
、
と
い
う
問
題

を
検
討
し
て
み
よ
う
。
確
か
に
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
お
よ
び
「
戦
争
犯
罪
」
よ
り

も
限
定
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
は
、
国
家
に
「
侵
略
」
を
行
わ
せ
た
個
人
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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実
際
に
、「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
に
お
い
て
も
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」
等
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

こ
れ
を
現
実
に
実
行
し
た
者
が
処
罰
さ
れ
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
教
唆
、
幇
助
し
た
者
も
処
罰
さ
れ
る
の
に
対
し
（

）、「
侵
略
の
罪
」
だ
け
は
、

い
か
な
る
形
態
に
せ
よ
国
家
に
「
侵
略
」
を
行
わ
せ
た
個
人
の
み
が
処
罰
さ
れ
、
こ
れ
を
教
唆
、
幇
助
し
た
者
は
処
罰
さ
れ
な
い
と
規
定

さ
れ
た
（

）。
こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
六
年
の
同
法
典
草
案
の
討
議
に
お
い
て
、
山
田
が
「
侵
略
が
国
家
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
侵
略
」
を
行
っ
た
国
家
の
指
導
者
の
処
罰
を
意
図
し
て
い
る
点
で
、「
侵
略
の
罪
」
は
他
の

「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
の
対
象
犯
罪
と
異
な
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
た
（

）。
ま
た
、
こ
の
よ
う

に
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
に
つ
い
て
共
犯
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
、
国
際
法
委
員
会
に
お
い
て
も
反
論
が
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
が
国
家
に
「
侵
略
」
を
行
わ
せ
た
個
人
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人

道
に
対
す
る
罪
」
お
よ
び
「
戦
争
犯
罪
」
よ
り
も
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
国
際
社
会
の
承
認
を
得
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
、
国
家
に
「
侵
略
」
を
行
わ
せ
る
行
為
自
体
は
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
教
唆
、
幇
助
す
る
行
為
と
異
な
り
、
国
家
の
代
表
者
ま

た
は
国
家
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
（

）。
こ
の
こ
と
は
、「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草

案
」
が
提
案
さ
れ
始
め
た
頃
、
特
に
重
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
五
一
年
の
同
法
典
草
案
第
二
条
は
、「
侵
略

の
罪
」
の
実
行
行
為
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
「
国
家
の
当
局
」
の
一
員
の
行
為
に
限
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（

）。

侵
略
行
為
（

）。
こ
の
行
為
に
は
、
個
別
的
も
し
く
は
集
団
的
自
衛
以
外
の
目
的
を
も
っ
た
、
又
は
、

国
際
連
合
の
権
限
あ
る
機
関
の
決
定
も
し
く
は
勧
告
を
履
行
す
る
以
外
の
目
的
を
も
っ
た
、
国
家
の
当
局
（

）
に

よ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
行
使
が
含
ま
れ
る
。

本
条
に
お
い
て
は
、「
国
家
の
当
局
」
に
よ
る
一
定
の
「
武
力
行
使
」
が
、「
侵
略
の
罪
」
の
実
行
行
為
の
典
型
と
し
て
、
示
さ
れ
て
い
る

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）

一
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（
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七
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だ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
条
で
示
さ
れ
て
い
る
「
武
力
行
使
」
以
外
の
ど
の
よ
う
な
行
為
が
「
侵
略
行
為
」
に
含
ま
れ
る
の
か
、
と

い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
侵
略
行
為
」
の
主
体
が
、「
国
家
の
当
局
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
本

条
が
個
人
を
対
象
と
す
る
「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
の
な
か
に
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
少
な
く
と

も
、
本
条
に
お
け
る
「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
は
「
国
家
の
当
局
」
の
一
員
で
あ
り
、
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に
限
定
さ
れ
て
い

た
と
い
え
よ
う
（

）。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
を
「
国
家
の
当
局
」
の
一
員
に
限
定
す
る
提
案
は
、
一
九
八
五
年
に
テ
ィ

ア
ム
が
提
出
し
た
第
三
報
告
書
で
も
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
も
「
侵
略
の
罪
」
の
行
為
主
体
は
「
国
家
の
当
局
」
の
一
員
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（

）。
そ
の
う
え
、
一
九
八
六
年
の
国
際
法
委
員
会
の
討
議
に
お
い
て
も
、
テ
ィ
ア
ム
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
審

理
の
対
象
が
「
国
家
機
関
の
地
位
に
あ
る
者
の
責
任
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
の
「
国
家
機
関
の
地
位
に
あ
る
者
」
も
「
国
家
の

当
局
」
の
一
員
に
含
ま
れ
る
と
理
解
で
き
る
（

）。
つ
ま
り
、
当
時
の
テ
ィ
ア
ム
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
を
「
国
家
の
当
局
」
の
一
員
に

限
定
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
は
国
家
に
「
侵
略
」
を
行
わ
せ
た
個
人
に
限
定
さ

れ
て
お
り
、
国
家
に
「
侵
略
」
を
行
わ
せ
る
行
為
自
体
は
一
般
的
に
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
た
め
、「
侵

略
の
罪
」
の
主
体
を
「
国
家
の
当
局
」
の
一
員
に
限
定
す
る
、
と
い
う
提
案
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
理
論

的
に
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
を
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に
限
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
最
終
的
に
は
、「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
第
一
六
条
の
「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
は
、

国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
私
人
が
「
侵
略
の
計

画
、
準
備
、
着
手
又
は
遂
行
に
、
指
導
者
又
は
組
織
者
と
し
て
積
極
的
に
関
与
し
又
は
こ
れ
を
命
令
し
た
」
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
行

為
は
同
条
の
実
行
行
為
に
含
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
た
場
合
に
は
こ
の
よ
う
な
私
人
も
「
侵
略
の

罪
」
の
主
体
に
含
ま
れ
る
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
同
条
が
提
案
さ
れ
て
以
降
、
異
論
が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
は
な
く
、
国
際
社
会
の
合
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意
を
得
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
実
際
に
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
を
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に
限
定
し
、
国
家

が
侵
略
を
行
っ
た
場
合
の
私
人
の
行
為
ま
で
「
侵
略
の
罪
」
の
実
行
行
為
か
ら
排
除
し
て
し
ま
う
と
、
処
罰
の
必
要
性
の
面
で
妥
当
性
を

欠
く
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
実
際
に
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
私
人
の
行
為
で
あ
っ
て
も
国
内
法
で

対
処
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
こ
の
行
為
を
「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
い
て
処
罰
で
き
な
い
こ
と
は
処
罰
の
必
要
性
の
面
で
妥
当
性
を
欠

く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
現
状
で
は
、
国
家
が
侵
略
を
行
っ
た
場
合
の
私
人
の
行
為
も
「
侵
略
の
罪
」

の
実
行
行
為
に
含
め
ら
れ
て
お
り
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
は
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

次
に
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
と
し
て
、
現
状
で
は
、
私
人
が
処
罰
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
場
合
は
除
い

て
、
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
が
処
罰
さ
れ
る
場
合
を
考
え
た
と
し
て
、
は
た
し
て
、
こ
の
処
罰
は
、
国
家
に
対
す
る
刑
事
責
任

で
も
あ
る
、
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
も
、
過
去
の
事
例
か
ら
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
唯
一
、「
侵
略
」

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
処
罰
が
実
現
し
た
と
い
え
る
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
に
基
づ
く
処
罰
に
お
い
て
は
、
国
家
で
は
な
く
個
人
を

処
罰
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
国
際
法
上
の
犯
罪
は
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
抽
象
的
な
存
在
（

）
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
犯
し
た
個
人
を
処
罰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
国
際
法
上
の
規
定
は
実
施
さ
れ
う
る
（

）」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
（

）、
そ
の
た
め
、「
侵
略
の
罪
」
を
実
行
し
た
こ
と
に
基
づ
く
効
果
に
つ
い
て
、
国
家
に
対
す
る
刑

事
責
任
で
も
あ
る
と
い
う
意
義
を
有
す
る
か
ど
う
か
も
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
を
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に
限
定
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た

者
の
理
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
一
九
八
七
年
の
テ
ィ
ア
ム
の
第
五
報
告
書
を
み
る
と
、
そ
の
処
罰
に
つ
い
て
、
テ
ィ
ア
ム
は

「
国
家
機
関
の
地
位
に
あ
る
個
人
の
行
為
に
基
づ
く
国
家
の
刑
事
責
任
と
個
人
の
刑
事
責
任
と
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
（

）。
こ
れ
は
、
当
時
、
テ
ィ
ア
ム
が
、「
侵
略
の
罪
」
を
実
行
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
が
処
罰
さ
れ
る

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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こ
と
は
、
国
家
に
対
す
る
刑
事
責
任
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
た
た
め
に
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
は
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に

限
定
さ
れ
る
提
案
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
を
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に

限
定
す
る
と
い
う
提
案
が
行
わ
れ
た
の
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
い
て
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
が
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
国
家

に
対
す
る
刑
事
責
任
で
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
理
論
的
前
提
と
し
て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
あ
く
ま
で
理
論
的
に
考
え
れ
ば
、「
侵
略
の
罪
」
を
実
行
し
た
こ
と
に
基
づ
く
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機

関
の
処
罰
を
、
国
家
に
対
す
る
刑
事
責
任
で
も
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
自
体
は
可
能
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国
家
の
代
表

者
ま
た
は
国
家
機
関
の
行
為
は
国
家
自
体
の
行
為
で
も
あ
る
た
め
（
国
家
責
任
条
文
草
案
第
五
条
）、
国
家
が
「
侵
略
」
を
行
い
、
か
つ
、

国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
が
国
家
に
「
侵
略
」
を
行
わ
せ
た
場
合
に
は
、
理
論
的
に
は
、
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に
よ

る
「
侵
略
の
罪
」
の
実
行
行
為
を
国
家
の
「
侵
略
」
の
一
部
で
も
あ
る
と
解
釈
し
、
実
行
行
為
者
の
処
罰
を
国
家
に
対
す
る
刑
事
責
任
で

も
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

学
説
上
も
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
前
提
と
す
る
も
の
は
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
プ
レ
は
、「
国
際
犯
罪
」
を
行
っ
た
国
家
の
責
任
者
の

処
罰
が
、
国
家
責
任
法
上
は
「
再
発
防
止
の
保
障
」（
国
家
責
任
条
文
草
案
第
四
六
条
）
に
含
ま
れ
る
、
と
国
家
責
任
法
に
関
す
る
自
説

を
展
開
し
て
い
る
（

）。
こ
れ
は
、「
国
際
犯
罪
」
を
行
っ
た
国
家
に
対
し
て
は
、
国
家
に
対
す
る
刑
事
責
任
と
し
て
、
通
常
の
国
際
違
法
行

為
を
行
っ
た
国
家
に
対
し
て
は
課
し
え
な
い
よ
う
な
「「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
に
の
み
適
用
さ
れ
る
べ
き
「
再
発
防
止
の
保
障
」
措
置
」

を
課
す
こ
と
も
で
き
る
、
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
通
常
の
国
際
違
法
行
為
を
行
っ
た
国
家
に
対
し
て
も
、「
再
発
防
止
の

保
障
」
の
た
め
に
は
、
責
任
者
を
処
罰
す
る
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（

）。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
国
家
が
当
該
処
罰
義
務
を
果
た

さ
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
国
家
に
代
わ
っ
て
国
際
刑
事
裁
判
所
が
責
任
者
を
処
罰
す
る
よ
う
に
、
そ
の
国
家
に
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
解
さ
れ
る
（
同
草
案
第
四
五
条
２
項

参
照
）。
こ
れ
に
対
し
、
将
来
的
に
は
、「
国
際
犯
罪
」
を
行
っ
た
国
家
に
対
し
て
は
、
そ
の
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国
家
に
対
す
る
刑
事
責
任
と
し
て
、
国
際
刑
事
裁
判
所
に
責
任
者
を
処
罰
さ
せ
る
よ
う
に
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
制
度
が
創

設
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。
仮
に
、
そ
の
よ
う
な
規
定
が
創
設
さ
れ
、「
国
際
犯
罪
」
を
行
っ
た
国
家
に
対
し
て
、
国
際

刑
事
裁
判
所
に
責
任
者
を
処
罰
さ
せ
る
よ
う
に
強
制
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
「
国
際
犯
罪
」
を
行
っ
た

国
家
に
対
す
る
「
再
発
防
止
の
保
障
」
の
た
め
の
特
別
な
措
置
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
理
論
的
に
は
、「
侵
略
の
罪
」
を
実
行
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
が
処
罰
さ
れ
る
こ
と

は
国
家
に
対
す
る
刑
事
責
任
で
も
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
現
状
で
は
、

「
侵
略
」
国
に
対
し
て
特
別
な
法
的
効
果
を
付
加
す
る
よ
う
な
実
体
法
も
、
手
続
も
未
だ
存
在
し
な
い
。
例
え
ば
、
第
一
読
終
了
時
の
国

家
責
任
条
文
草
案
に
つ
い
て
、「
侵
略
」
国
の
よ
う
な
「
国
際
犯
罪
」
国
に
対
し
て
特
別
な
法
的
効
果
を
付
加
す
る
よ
う
な
規
定
が
存
在

し
て
い
な
い
こ
と
は
、
特
別
報
告
者
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（

）。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
レ
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
国

家
責
任
法
上
、「
再
発
防
止
の
保
障
」
と
し
て
、「
侵
略
」
国
に
代
わ
っ
て
国
際
刑
事
裁
判
所
が
責
任
者
を
処
罰
す
る
た
め
の
措
置
を
「
侵

略
」
国
に
課
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
解
釈
し
た
と
し
て
も
、
現
状
で
は
、
こ
の
よ
う
な
特
別
な
効
果
を
付
加
す
る
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
リ
ー
は
、「「
平
和
に
対
す
る
罪
」
に
対
す
る
唯
一
の
効
果
的
な
制
裁
は
個

人
の
処
罰
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
裁
判
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
国
家
の
刑
事
責
任
の

概
念
は
、
一
般
に
役
に
立
た
な
い
（

）」
と
述
べ
て
い
る
（

）。
こ
れ
は
、
実
際
の
効
果
が
個
人
の
処
罰
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
特
別
な

効
果
が
付
加
さ
れ
な
い
以
上
、
理
論
的
に
国
家
の
刑
事
責
任
を
肯
定
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
実
際
的
な
意
義
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
を

指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
理
論
的
に
、「
侵
略
の
罪
」
を
実
行
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関

が
処
罰
さ
れ
る
場
合
の
み
に
つ
い
て
、
国
家
に
対
す
る
刑
事
責
任
で
も
あ
る
と
解
釈
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
実
際
的
な
意
義

が
な
い
の
で
あ
る
。

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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こ
れ
に
対
し
て
、
も
し
も
将
来
、
個
人
の
処
罰
だ
け
で
は
な
く
、「
侵
略
」
国
の
よ
う
な
「
国
際
犯
罪
」
国
に
対
し
て
特
別
な
法
的
効

果
を
付
加
す
る
よ
う
な
制
度
が
創
設
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
理
論
的
に
国
家
の
刑
事
責
任
を
肯
定
す
る
こ
と
に
は
実
際
的
な
意
義
が
あ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
困
難
さ
に
つ
い
て
は
、

学
説
上
、
バ
ッ
シ
ウ
ニ
が
「
国
家
の
た
め
に
な
さ
れ
た
行
為
ま
た
は
国
家
を
代
表
し
て
な
さ
れ
た
行
為
（

）
に
基
づ
い
て
個
人
を
処
罰
し
、
個
人
の
刑
事
責
任
と
国
家
の
刑
事
責
任
の
双
方
を
問
う
た
め
に
は
、
二
つ
の
刑
事
責
任
の

概
念
を
関
連
付
け
た
う
え
、
一
つ
の
刑
事
裁
判
所
の
下
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
困
難
な
作
業
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（

）。

こ
こ
で
い
う
「
二
つ
の
刑
事
責
任
の
概
念
」
が
具
体
的
に
は
何
を
意
味
す
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
う
え
、「
一
つ
の
刑
事
裁
判
所
の
下

に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
理
由
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
刑
事
裁
判
所
の
下
」
で
「
国
家
の
刑
事
責
任
を
問
う
」
た
め
の
特
別

な
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
、
バ
ッ
シ
ウ
ニ
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
と
い
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
実
際
の
「
侵

略
の
罪
」
の
法
典
化
に
お
い
て
も
、
次
第
に
「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
を
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に
限
定
す
る
提
案
は
行
わ
れ
な

い
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
テ
ィ
ア
ム
も
、
具
体
的
に
「
侵
略
の
罪
」
の
構
成
要
件
を
検
討
す
る
段
階
に
入
っ
て
か
ら
は
、

「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
を
国
家
の
代
表
者
ま
た
は
国
家
機
関
に
限
定
す
る
こ
と
を
主
張
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）
事
務
総
長
草
案
第
七
条
お
よ
び
第
八
条
は
以
下
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

立
命
館
法
学

二
〇
〇
一
年
四
号
（
二
七
八
号
）

二
二
〇
〇
（
二
〇
二
）



第
七
条

締
約
国
は
条
約
上
の
犯
罪
者
を
、
同
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
い
か
な
る
領
域
に
お
け
る
も
の
も
、
犯
罪
者
の
国
籍
又
は
犯
罪
行
為
地
に
か
か
わ
ら
ず
、

処
罰
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
。

第
八
条

締
約
国
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
政
治
犯
罪
と
み
な
さ
れ
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
引
渡
し
の
根
拠
と
な
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

締
約
国
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
場
合
引
渡
し
を
認
め
る
こ
と
を
誓
約
す
る
。

（

）
稲
角
光
恵
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
六
条
の
刑
事
裁
判
管
轄
権
（
一
）
｜
｜
同
条
約
起
草
過
程
の
議
論
を
中
心
に
し
て
｜
｜
」『
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
』
一
六
八
号
、

九
八
｜
一
〇
〇
頁
（
一
九
九
七
年
）、
参
照
。

（

）

（

）
真
山
全
「
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
と
戦
争
犯
罪
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
九
八
巻
五
号
、
一
〇
四
｜
一
〇
六
頁
（
一
九
九
九
年
）、
参
照
。

（

）

（

）
但
し
、
ロ
ゼ
ン
ヌ
は
、
未
解
決
な
問
題
を
理
由
と
し
て
、「
侵
略
の
罪
」
を
「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
に
含
め
る
こ
と
自
体
を
批
判
す
る
。

ま
た
、
酒
井
啓
亘
「
国
連
国
際
法
委
員
会
に
お
け
る
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
概
念
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

｜
｜
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
第
一
報
告
書
を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
に
｜
｜
」『
国
際
協
力
論
集
』
第
七
巻
第
一
号
、
一
六
〇
頁
（
一
九
九
九
年
）、
参
照
。

（

）

（

）

（

）

（

）
一
九
九
六
年
の
「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
第
二
条
３
項
、
参
照
。

（

）
同
草
案
第
二
条
２
項
お
よ
び
第
一
六
条
、
参
照
。
な
お
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
軍
事
裁
判
で
の
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
の
共
謀
を
行
っ
た
者
も
、
国
家
に
「
侵

略
」
を
行
わ
せ
た
者
に
含
ま
れ
う
る
と
解
さ
れ
る
。

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）

二
二
〇
一
（
二
〇
三
）



（

）

（

）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
と
ワ
ッ
ツ
は
、「
通
例
、
国
家
を
代
表
し
て
ま
た
は
国
家
の
機
関
と
し
て
行
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（

）

こ
の
定
義
は
、
一
九
五
四
年
に
改
定
さ
れ
た
「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
典
草
案
」
第
二
条
に
お

い
て
も
維
持
さ
れ
た
。

（

）
こ
の
提
案
か
ら
は
、「
侵
略
」
国
の
国
家
元
首
も
、「
国
家
の
当
局
」
の
一
員
と
い
え
る
場
合
に
は
、「
侵
略
の
罪
」
の
主
体
と
い
え
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
の
場
合
、
本
来
国
家
元
首
の
よ
う
な
国
家
と
同
視
で
き
る
も
の
は
国
家
免
除
の
対
象
と
さ
れ
、
裁
判
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
う
る
。

実
際
に
、
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
代
表
に
よ
り
そ
の
よ
う
な
疑
問
が
指
摘
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
提
案
に
お
け
る
処
罰
は
、
国
家
の
刑
事
責
任

と
し
て
の
意
義
も
有
す
る
可
能
性
の
あ
る
場
合
を
前
提
と
し
て
お
り
、
国
家
同
士
が
互
い
に
刑
事
責
任
を
負
わ
せ
え
な
い
場
合
を
前
提
と
す
る
国
家
免
除
と
は
前
提
自
体

が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
学
説
上
、
グ
レ
フ
ラ
ー
ト
は
、「
本
来
国
家
免
除
の
対
象
と
な
る
国
家
の
代
表
が
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
家
の
刑
事
責

任
と
し
て
の
意
義
も
有
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（

）

（

）

（

）

こ
の
点
、
侵
略
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
五
年
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
補
佐
官
グ
ロ
は
、「
侵
略

戦
争
の
開
始
は
、
そ
れ
を
行
っ
た
国
に
つ
い
て
は
犯
罪
と
い
う
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
戦
争
を
開
始
し
た
個
人
が
犯
罪
を
犯
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
主

張
し
た
。

し
か
し
、
国
内
刑
法
上
の
刑
罰
に
お
い
て
犯
罪
行
為
者
の
具
体
的
な
人
格
に
対
し
て
法
的
非
難
が

加
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
場
合
に
刑
罰
が
最
も
効
果
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
家
に
は
抽
象
的
な
人
格
し
か
な
い
た
め
、
こ
れ
を
処
罰
し
て
も
具
体
的
な
人
格

に
対
す
る
法
的
非
難
と
は
な
ら
ず
、
刑
罰
は
効
果
的
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
う
え
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
国
民
の
苦
し
み
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
国

際
社
会
に
は
、
国
家
自
体
を
処
罰
す
る
こ
と
は
、
国
民
全
体
を
処
罰
す
る
こ
と
と
表
裏
一
体
で
あ
り
、
罪
の
な
い
一
般
の
国
民
を
苦
し
め
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑

問
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
国
際
法
上
は
、「
侵
略
」
を
行
っ
た
国
家
で
は
な
く
、
国
家
に
「
侵
略
」
を
行
わ
せ
た
個
人
を
処
罰
す
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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（

）

（

）

（

）
「
公
務
員
の
重
大
な
職
権
濫
用
又
は
公
務
員
若
し
く
は
私
人
の
犯
罪
行
為
か
ら
生
じ
た
場
合
」
に
は
、「
満
足
」
の
た
め
、
通
常
の
国
際
違
法
行
為
国
に
対
し
て
も
個

人
処
罰
の
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
国
家
責
任
条
文
草
案
第
四
五
条
２
項

）。

（

）

そ
の
結
果
、
国
際
法
委
員
会
に

よ
る
第
二
読
を
終
え
た
国
家
責
任
条
文
草
案
で
は
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
に
関
す
る
諸
規
定
が
削
除
さ
れ
た
。

（

）

（

）

お

わ

り

に

「
侵
略
の
罪
」
も
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
ま
た
は
「
戦
争
犯
罪
」
と
同
様
、
個
人
が
処
罰
さ
れ
る
「
個
人
の

国
際
犯
罪
」
と
し
て
法
典
化
が
進
展
し
て
い
る
。
こ
の
「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
を
み
る
と
、
国
家
の
「
侵
略
」
を
「
侵
略
の

罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
と
な
る
構
成
要
件
要
素
と
し
て
規
定
し
て
い
た
、
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
た
が
、
こ
の
「
侵
略
」

を
焦
点
と
し
て
、
三
つ
の
点
で
「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
は
対
立
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国
家
の
「
侵
略
」
と
い
う
「
侵
略

の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
の
前
提
と
な
る
法
的
な
行
為
に
つ
い
て
対
立
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ロ
ー
マ
条
約
第
五
条
２
項
は
、「
侵
略

の
罪
」
に
つ
い
て
の
み
、
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
を
凍
結
す
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
原
因
は
、

単
な
る
手
続
上
、
各
国
間
の
政
治
的
利
害
関
係
を
調
整
す
る
の
が
困
難
な
だ
け
で
は
な
く
、
各
国
間
の
法
的
な
対
立
の
た
め
で
も
あ
る
と

い
え
よ
う
。

こ
こ
で
、「
侵
略
の
罪
」
に
関
す
る
諸
提
案
が
、
国
家
の
「
侵
略
」
行
為
を
、「
侵
略
の
罪
」
の
構
成
要
件
要
素
と
し
て
、
個
人
処
罰
の

前
提
と
な
る
よ
う
に
規
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
、「
個
人
の

「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
は
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
ま
た
は
「
戦
争
犯
罪
」
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
性
質
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
理
論
的
に
は
、「
侵
略
の
罪
」
に
基
づ
く
個
人
処
罰
を
国
家
の
刑
事
責
任
で
も
あ
る
と

解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
、
こ
の
理
論
に
基
づ
く
提
案
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
現
状
で
は
、
こ
の
理
論
に
実

際
的
意
義
は
な
く
、
実
定
法
上
も
こ
の
理
論
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

但
し
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
に
、「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
特
異
性
が
あ
る
の
は
確
か
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
家
責
任
条
文
草
案
第
一
九
条
３
項
は
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の

「
侵
略
」
も
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
の
そ
の
他
の
類
型
も
お
し
な
べ
て
並
列
に
規
定
し
て
い
る
（

）。
し
か
し
、
こ
れ
は
、「
国
家
の
国
際
犯

罪
」
同
士
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
様
々
な
主
張
が
錯
綜
し
た
た
め
（

）、
同
条
の
起
草
委
員
長
シ
ャ
ホ
ー
ビ
ッ
チ
（
旧
ユ
ー
ゴ
）
が
、
そ
の

関
係
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
を
避
け
、
四
種
類
の
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
を
お
し
な
べ
て
並
列
に
規
定
す
る
こ
と
を
提
案
し
（

）、
最
終
的

に
、
こ
の
提
案
に
従
っ
て
同
条
３
項
は
規
定
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、
国
家
責
任
条
文
草
案
の
起

草
過
程
を
み
る
と
、
一
九
七
六
年
の
国
際
法
委
員
会
の
討
議
に
お
い
て
、
ア
ゴ
ー
（
イ
タ
リ
ア
）
は
国
家
責
任
条
文
草
案
第
一
九
条
の
基

と
な
っ
た
草
案
第
一
八
条
を
提
案
し
た
が
、
そ
の
２
項
、
３
項
に
は
二
種
類
の
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
が
規
定
さ
れ
、「
国
家
の
国
際
犯

罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
が
特
異
な
類
型
と
さ
れ
て
い
た
（

）。
そ
の
う
え
、
国
家
責
任
条
文
草
案
第
一
九
条
３
項
起
草
後
も
、「
侵
略
」
は

「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
の
な
か
で
も
特
別
な
類
型
で
あ
る
と
主
張
し
続
け
ら
れ
た
（

）。
特
に
、
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
は
、
国
家
責
任
条
文
草
案
上

の
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
に
関
す
る
諸
規
定
の
削
除
を
提
案
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ゴ
ー
草
案
第
一
八
条
を
国
家
責
任
条
文
草
案
第

一
九
条
よ
り
も
内
容
が
明
確
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
（

）。

以
上
に
よ
り
、
国
家
責
任
法
の
法
典
化
に
お
い
て
も
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
の
特
異
性
を
認
め
る
見
解
が
有
力

に
主
張
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
に
は
「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
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の
罪
」
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
特
異
性
が
あ
る
は
ず
だ
、
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
国
際
法
委
員
会
に
よ
る
第
二
読
を
終
え
た
国
家
責
任
条
文
草
案
で
は
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
に
関
す
る
諸
規
定
が
削
除
さ
れ
て

お
り
（

）、
国
家
責
任
法
の
法
典
化
に
お
い
て
、「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
」
の
特
異
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
見
込
み
は

な
い
。
そ
の
た
め
、「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」
に
対
す
る
常
設
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
行
使
を
可
能
に
す
る

た
め
に
は
、
国
際
刑
法
の
法
典
化
に
お
い
て
、
同
罪
の
前
提
で
あ
る
国
家
の
「
侵
略
」
そ
れ
自
体
が
「
国
際
犯
罪
」
で
あ
る
こ
と
を
直
視

し
て
、
国
家
の
「
侵
略
」
の
認
定
お
よ
び
定
義
を
め
ぐ
る
各
国
間
の
政
治
的
利
害
対
立
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（

）
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
侵
略
は
同
条
項

に
含
ま
れ
、
国
家
の
行
為
と
し
て
評
価
さ
れ
る
場
合
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
ま
た
は

「
戦
争
犯
罪
」
は
同
条
項

に
含
ま
れ
る
。

（

）
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
侵
略
を
特
別
な
類
型
と
し
て
規
定
し
よ
う
と
す
る
主
張
と
し
て
、

人
権
の
国
際

的
保
障
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
し
て
、

侵
略
戦
争
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
同
一
の
種
類
の
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
に
含
め

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
し
て
、

人
民
の
同
権
と
自
決
の
権
利
を
最
も
重
視
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
と
し
て
、

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）
「
個
人
の
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
「
侵
略
の
罪
」（
木
原
）
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